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人がいて、街があって、皇かななをがちり、快違な生活がある。 

そんな化たちのくらしも、そう、勇巧をめざす巧巧の力で支えられ r いる A ； r すね。 

上のおは、小学6年まの CG (コンピュータ•グラフィック）アーチスト* 

滿东大介くんが巧いてくれた「ロボット•ハウス」。 

おうちを巧がロボットじなっていて、どこにでも巧けるんですって。 

巧の、次の世紀くらいかな。こんなロボットが大巧おする曰だって、巧るかも巧れません。 
夢を見る力。異をれえる力。ま巧へ、つづく。日立です。 


ロボット， A ウスのお通りをい。 


人と技術の巧巧をめざす 

Interface 


减株式会社日立製作所 
















橋本巧弘選手 
曰本スポーツ實受實 




まる1巧29日、読売新聞社制定の寶 
42回 日 本 スポーツ 賞が橋本行弘選手に 
授与されました。 

当協会として個人で受賞された方で 
は5人目！：なります。日本 スポーツ 賞 
は競技界に貢献した功績、人格など最 
優秀 t して選定された選手に授与され 
る権威ある賞であります。栄えある賞 
を受賞された橋本選手に心からお祝い 
を申し上げます。 

同選手は1984年愛知県岡崎城西高校 
を卒業、本田技研入社、同年にはナシ 
ヨ ナルチーム 入りを 果たし、 をの後の 
活躍は皆様ご承知の通り、を式国際試 
合110回を達成。この間、各種大会に於 
て数多くの賞を受賞して居られます。 

現在は 男子 ナシヨナルチームのキヤ 
プテンとしてアトランタを目指す チー 
ムの 要として活耀中です。 

この受賞を機に一層のご活躍をわ祈 
り申し上げます。 


技を制す/ 

スポーツスピリット 


体育施設の総合 X —力一 

日本 ハン ド ボール 協を検定工場 

固際体操連盟公式競技認定品製造工場 

の 織化か画"長春館 

日本体操協を器械器具検定工場 
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お巧学生八ンドボ—ル遵手権大会観戦記 

を S 本男すナショナルチ—ム監督蒲を晴巧 


1、 はじめじ 

バルセロナオリンピックも終り、 
次回 W アトランタオリンピックを 
目指して、各国 L も強化のスター 
卜を切ってわります。をの中でん「 
固、東西の冷戦が終結したばかり 

のロシア—ぺテルブルダ(旧レニ 

ングラ1ド)で聞催された第じ回 
世界学生ハンドボール選手権大会 
に全日本学生チ I ムが出場すると 
いぅことは大変意義深いものがあ 
りました。をして、この大会にナ 
ショナルチームの監督として帯同 
できたことは、金日本学生連盟の 
皆様、日本協を関儒の皆様の一方 
ならぬご理解とご支援の賜物であ 
り、感謝いたしてわります。この 
場をわ借りして御礼申し上げます。 

2、 大会を観戦して 

今大会に出場したメンバーは、 

広島アジア大会金メダル、 W ア 
トランタオリンピック出場を目指 
す我が全日本チ t ムに-^って、貴 
重な戦力であり、をぅ言った意味 
で注目を してわりました。また、 
アベレージ年齢が U ネということ 
は、爆発的な力を発揮でき得る年 
齡であり、この時期に世界選手権 
をアジアではないヨ I ロッパで体 


験できる こと も、 これまた 非常じ 
良い経験になるところです。私も、 
帯同していてワクワクする思いで 
した。 

大会に入り、予選ではルーマニ 
ア•才 I スト リア •トルコと対戦 
があったわけですが、どのゲ I ム 
も善戦するけれども最後に引き離 
される展兩になり、選手達のスタ 
ミナわょび国際経驗不足といった 
ものが感じられました。しかしな 
がら、選手達は、少ない期間じハ 
1 ドなトレ I ニングを積み重ね、 
をの成果は少なからず発揮してわ 
りました。日^世界を相手じし 
て、勝機を見出だすためにはスピ 
—ド•テクニックで挑み、ミスの 
少ない攻防をするこ t が不可欠で 
す。この意睐では、トータルで見 
るとミスが多いものの、局面局面 
で見ると大変良いプレーができて 
いた t 思つていまず。とかく、結 
果で判断がされるところですが、 
国際経験が皆無のものもいる中で、 
対戦相手は国際ゲ I ム1〇 〇回料 
上を超ぇるものばかりであります。 
選手達は、自分自身のできる限り 
のものを出して正々堂々とゲ I ム 
してわりました。身体を張って、 
怪我を押しながら対戦した選手達 
に拍手を送りたいと思、ます。ゲ 


1ムの内容や成績じついては、選 
手団スタッフの方々からご報告が 
あると 思いますので、私としての 
観戦内容は1^上^したい^思いま 
す。 

一番大切な ことは、 「選手達が こ 
れからどぅする か！」 であります。 
また、 この 選手達を どのょぅに バ 
ックアップしていくかであり、次 
に 今後の 強化について、述べさせ 
ていただきたいと思います。 

3、今後の強化じついて 

ナショナルチームは、日本ハン 

ドボール界•関係役員、選手、フ 
ァンを含めた全体の代表 チー ムで 
す。をして、 このチー ムが戦つて 
勝つ こ t を皆さんが望んで いるは 
ずです。をの意味で、日本01!旗 
を胸につけ諸外国と対戦する選手 
達に最高の環境下でトレ！ニング 
を積み重ねさせるこ-^が大巧です。 
をれが選手達の励みに なり、 プラ 
ィドを持たす ことができて、ステ 
ィ タス シンボルに 繫るこ t と 思つ 
て わります。 ナショナル選手を多 
くの子供達が間近で見て、 テレビ 
で観戦して、「僕もハンドボ I ルの 
選手に なりたい！」と 思って いた 
だくために も、 環境を作る ことが 
大切で あると 考えて わります。 環 


境 t 言つても様々 なことがあると 
思います。 

ここでは強化の当事者として、 

新強化体制にっいて別表のとおり 
紹介してご理解をいただきたいと 
思います。別表は、現在の男子ナ 
ショナルチームの強化体制であり 
理想の体制です。しかしながら、 
まだまだ未完成であり、これから 
構築して いくべき ことでもあって、 
現を進斤中です。この体制がベス 
卜であるとは思ってわりません。 
ぜひ、ハンドボールを愛好してゎ 
られる皆さんから、どんなことで 
も結構ですのでご意見などがあり 
ましたならば、アドバィスをわ願 
いします。なぜならばナショナル 
チ I ムは、皆さんのチームだから 
です。ハンドボ I ル界の皆さんの 
こういったご支援が、どのような 
ものより選手を奮い立たせるでし 
よう。皆様の今後のご支援とご協 


U 月 U 日から巧日までの 7 日間、 
ロシア連邦共和国、サンクト.ぺ 
テルブルグに於いて、第に回世界 
学生ハンドボール選手権大会が開 
催された。日本からは、中沢重夫 
団長 U 下、役員 3 名、ドクタ 11 
名、帯同レフュリ —2 名、選手；2 
名が参加した。また、全日本男子 
チーム監督である蒲生氏にら随行 
していただ、，，」。選手は 9 月上旬 


力をわ願いします。 

4、おわりじ 

上、世界学生選手権大会の感 
想とナショナルチ—ムの強化の一 
部じついて述べましたが、多くの 
皆様じ見てもらえるよぅなゲーム 
ができる よぅに、 選手達とスクラ 
ムを組んで日常の訓練を計画的に 
実斤して一つ一つ成果を上げてい 
きたいと考えてわります。が年は- 
下記 3 点のスロ！ガンを もとに卜 
レーニングを実巧していきたい思 
います。 

本 creative Thin 
ki n g (創造し、考える) 

ホ民 eal Action (実 
際に、行動する) 

ネ Be successful 
(成果•結果を出す) 

皆様方のご支援よろしくわ願い 
いたします。 


に選考合宿で選ばれた W 名(なを 
人1 名、 4 年生 9 名、 3 年生 2 名、 
2年生1名、1年生1名)であり、 
チーム強化の合宿は、ィンカレ將 
了後の U 巧22日から W 日までの1 
週間巧った。 

^^月6日、成田を港を出発し、 

7日 午前、サン クト •ぺテルブル 
グに到着した。大会初日までの1 
週間、日本の合宿でやり残してき 


世界学生選手権大会報告 

監督が井串瞬 
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た事や、コン.ビネーション練習、 
或いは地元大学チ I ムとのトレ I 
ニングマッチを2試合、 さら じ今 
大会に化場するォ1ストリアチ1 
ム とのトレ I ニンクマッチを 2 試 
合行ない、大会に臨んだ。 

今大会は驾初、出場8ヶ国を2 

グル-—プ 、 A (ロシア•才！スト 
リア•イスラエル•中華台化)、 B . 

(ル1マニア•ハンガリ*— •トル 

コ •日本)に分けて、それぞれリ 
1グ戦を行い、上位4チ1ム、下 
位4チ！ムに分かれ卜1ナメ ント 
で順位を決定する方式であったが、 
大会直前にイスラエルの不参加や 
ハンガリ I の到着が一日遅れるな 
どの理由で、大会前日のミーテイ 
ングに於いてグル I プのチーム入 
替ぇが行ゎれ、をの結果<:グルー 
プのォーストリア tB グル I プの 

ハンガリーが入れ替ゎった。ォー 
ストリアとは予選リーグで対戦し 
ない為に、すでにトレーニングマ 
ッチを2試合巧い、さらに予選リ 
1グではハンガリ I 戦じ禱準を合 
わせていただけに、日本じとって 
は最惡の結果になってしまった。 

選手たちら精神的動揺を隙しきれ 
ない様子であったが、みえられた 
条件の中で全力を出しきれるよう 
じ話しをしてか戦を迎えた。 

★ 3 月；2日《第1戦〉 


曰 


本 U 


7マニア 


1 

12 

試合關始秒、ルーマニア；^番 
のロングシュートで先行される。 


日本の最初の得点は6が.冨本の 
ロングで1対3、ルーマニアは日 
本の積極的なディフェンス(聞始 
7々くらいに W をにマン•ツ I . 
マン)に早めにな攀をつぶされ、 
なかなか得点が伸びず、日本も佐 
藤のポスト、小沢のランニングシ 
ユートで得点するが、 S 々に中野、 
W 分に森本の退場で前半 8 IU で 
終了する。後半に入り両チ I ムと 
も5分間得点がなかったが、日本 
は岩本のステップで w — w 、 ル I 
マニアの2番の失格で追い上げ ム 
1ドに入ったが、相手退場の時に 
ミスが続き、得点出来ず。また、 
日本もパかじ佐藤、 S 々には森本 
が退場してル I マニアじ連取され、 
W 1 巧で終了する。 

★ n 巧： £5日《第2戦〉 


本巧 


とォー ストリアは積極的に前につ 
めるディフユンスで日本の攻撃を 
シャットアウト、 をのボールを逆 
速攻につなげて次々じ加点してい 
つた。日本は単発 シユ！ 卜が 多く 
なり、デイフェンスでも簡単じ1 
が1を抜かれる悪いパターンで、 
結局巧—郎の大差で完敗する。 
女じ巧^^日《第3戦〉 


日 本：2 




ル n 


ごォース 

ふ J 3 トリ ァ 

U 巧のオランダで巧われたハ I 
レム大会で優勝したメンバーが日 
人抜けたチームであり、今大会の 
優勝候補船1のオーストリアチ— 
ムとの一戦である。 

日本は關始早々からペナルテイ 

1、サイドのシユートミスが続い 
たが、 GK 長嶺の好守らあって W 
分まで森本のサイド、佐藤のポス 
卜、松原の速みなどで互角に戦ぅ。 
をの後は中野、佐藤、富本の警告 
などでデイフュンスに積極性がな 
くな り、また、な撃でも単調にな 
るが、冨本•お本らの得点で前半 
は WIK で終了する。.後半じ入る 


前半 S ? 秒、トルコのポストシユ 
I 卜で先行されるが、日本も2分 
松原のシユートで同点とする。卜 
ルコのパヮー ある ポ.ストプレーで 
2 i 5-0 される が、日本ら岩本の 
ロング、日原の速攻で加点するが、 
^^分、森本の退場でぺースがみだ 
れ、 712; で前半終了。後半に入 
り2分、松原が負傷退場し、をの 
後入った森岡、広政、中欧らの4 
連続得点で：^ —のと5点差じ追い 
上げ、日本のぺースで進むが、前 
半の7点差が大きく WIS で敗れ 
る。 

女2巧^^日 <第4戦〉 


本 W 


扣中華台化 


佐 藤と 2 人の 返場で 3 連続失点を 
する。 をの 後、森本のペナ ルティ 
1、森岡のサィドで得点するが、 
前半は8 I U で中華台北リ I ドの 
まま終了。後半じ入り岩本の 3 連 
統得点で1点差まで追い上げるが、 
巧分、冨本の負傷退場で中華台化 
。へ ースになり、 結局最後まで日本 
のぺ I スに ならず、 wis で敗れ 
た0 

★ 2巧2^日《第日戦〉 


曰 


本な 


でルコ 


;8 — じ 

す S 、 

両チ I ムとら体格、体形、 をし 
て攻 • ずとらに似たチ！ムであり、 
日本にとってはが戦しやすいチー 
ムである。 

先かは台北のポストプレ I 、日 
本ら森本のサイド、冨本のロング、 
荒木のがホなどもあって W 分、6 
— 6 の同点。しかし、 U 分に森本、 


で 

,U-2J 

この試合で目点差な上の点差で 
日本が勝つと、日本の日位が確定 
する大切な一戦である。 

開始早々、日本は冨本のロング 
で先行する。前半 W 分まで完璧な 
日本のぺ I ス、岩本のロング、木 
浪の速攻などで -1 1、 さちに 佐 
藤の ポストな どで巧分までに 
3と 大きくリー ドす る。しかし、 
トルコらパヮープレ！でポスト、 

ミドル、サィドな どで4連続得点 
し、 W みじは WI 7 とするが 、 G 
K 長嶺の好ず、森岡、岩本らのシ 
ユートで加点し、前半 W — じで日 
本が リードして終わる。 後半 じ入 
り、岩本、森岡らの活躍でリード 
を保つが、6分 じ中 野が退場し、 
ディフェンスのリズムが崩れ始め 
た所を攻撃され、じ分には同点じ 
される。をの 後、一進 I 退のシ 1 
ソ I ゲームが続くが、日本は大事 
な 所でのミスが続き、逆 じトルコ 
じ' 連続得点を 許して しまぅ。結局、 
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召しませ自然。 

シャトレしセのわ策子は山梨育ち。 

H 本一の果夹郷と極北の酪農地帯です。 
澄んだを気と豊かな自然を、 

満載しています。 

そして、日本中をわいしい笑顔でみたを ラと 
シヤトレ—ゼのフレッシュパワし 
ハンドづ -- ル部とらども、 

世紀に向って、 

さらじ大き{帘がしょぅとしてぃます。 



巧 IW で敗れ、5位確保の夢は破 
れて しまう。 

本 ホ 

全.日程が終了し、優勝は才—ス 
トリア、2位•ロシア、3位•ハ 
ンガリ I 、4位•ルーマニア、5 
位•トルコ、6位•中華台北、7 
位•日本という結果であった。 

今固私自身も初めて国際大会に 
監督という立場で参加させていた 
だいた訳であるが、反省点や今後 
の課題など、多くを勉強するこ-^ 
ができた。一番の反省点は同じア 
ジア地域にある中華ムロ化に敗れた 
ことである。な省するころはし 
つかりな省点して - jj らぇ、今後 
に生かせるょうな指導、練習の必 
要があると痛感させられた。また、 
4年生の大部分が実業圓でプレ I 
をすることになつているので、今 
回の大会を良い経験にし、.ステッ 
プにしてナショナル A チ I ムでプ 
レ I 化ホるょう頑張ってもらいた 
いと思う。 

今後の課題にっいては、大会期 
間中、特に感じたことは、日本の 
選手は技術的な部分では決して外 
园チ I ムに劣つているとは感じら 
れなかった。強引な。ハヮープレ I 
で押し込まれるょうなプレーでの 
敗れ方が多かった t 思う。基礎巧 
術をしっかり習得し、日本人特有 
の「器用さ」をトレ1ニングする 
こ t じよって、対等に試合ができ 
ると 感じた。 

最後になつてしまいましたが、 


今回の遠征で体調を崩したり、負 
傷者を試合に支障なく回復させて 
いただいた、渡辺ドクターにわ化 
話になりまして、有難うございま 
した。 
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今回の遠征メンバ I は、実業团 
からは私1人と大学生；2人である。 
私は最年長と言ぅこともあり、初 
めての経験であるキャプテンをな 
され、責任の重大性と期待に胸を 
膨らませ、ロシアに化発した。開 
催地がロシァなので環境の変化が 
一番問題であったが、思った通り 
大会中じ風邪やド綱をする者が多 
くぃた。 

だが、このょぅなこ t は自己管 
理がしっかり出ホていれば簡単に 
は起きず、また代表選手として自 
觉しなければならない点であった。 
ナショナル選手クラスになる-〇、 
風邪を引くと個人的にペナルティ 
I をみぇられる為、暴飲暴食や赌 
眠が間などに気を配り、代表選手 
t しての重みと個人がチ I ムにわ 
ける重要性が理解出来ていると考 
ぇ、学生であっても日本代表であ 
る：^上やるべき斤為であったと反 
省している。しかし、ゲ I ムに負 
けた理由は、これだけではない。 

今大会にわける世界 t の違いを私 
なりに考えてみた。一つ目は、体 


格と当りの違い。実業団ならとも 
かく学生になると当りの違いを痛 
嘆させられ、外人には勝てないと 
思い込んでしまうこと、二つ目は、 
DF でのフットヮーク。必ずベタ 
足にはならず足と手を動かし、ボ 
1ルに対して移動していた。こ.の 
ょうなフットヮ I クは、体格の小 
さい日本選手こを、怠ってはいけ 
ないと私は思った。二一つ目は、リ 
バゥンドやル..-ズボ I ル。 1 点を 
取るどん欲さなどが目立った大会 
であった。をの他では、選手達の 
所属チームでの DF 体系や OF パ 
夕 I ンの違いで、選抜チームにな 
った時の統一性。 S っのお目にっ 
いては、簡単をうであるが怠りが 
ちな行為であり、基本である -0 思 
う。やはり、常日ごろからの練習 
で、筋カトレ！.ニングや当りの練 
習、フットワークを重視して 、 D 
F では、足や手を止めない。ボ I 
ルじ対する轨着、む t シユート1本 
の重みを感じて、鍛練しなければ 
ならないと私を含めて感じた。 そ 
の他で述べたょうじ、選拔チ—ム 
の場合、ハンドボール知識が異な 
り、また短期間でチームを作らな 
ければいけない為、基本知識は統 
I して わくべき だ-^思うので、大 
学生などを集めた練習会を数多く 
斤ぇば良い t 思いました。今大会 
での成績は良くなかったが、私も 
含めてほとんどの選手が実業団で 
これからプレーするので、世界学 
生選手権大会での経験を生かして 


頭張って行きます。をれから、今 
大会に御協力して下さった方々に、 
むよりわ化を申し上げます。 

_森本彰{ホ 

この大会はほ-^んどが背の高い 
チ I ムとの戦いで、合宿の練習で 
もロングシュ I 卜を巧たれないよ 
うなディフェンスをしていました。 
試合でも第一戦はルーマニア、第 
二戦は才 I ストリアと大型チーム 
だったので、台湾戦の晴は、が井 
先生ら「台湾は今までのチームと 
違い、背たけも低いし攻めじ関し 
てもロングシュート中心ではなく 
日本のチームとよく似たおになる 
から、攻めやずりは切りかぇるよ 
うに」と言われていました。 

台湾戦の前日も、みんなの中に 
勝てる^いう意識が強かったせい 
か特別に話はしませんでした。 

前半いきなりポンポ I ンと 3 点 
先取され、自夕たちもとり返せる 
という余裕が最初のうちはありま 
した。で.^ディフユンスをしてい 
てもずれているんですがちよっと 
したスキをつかれてしようもない 
点をみぇたり、巧めていてもシュ 
—トミスのあとの返りが遅かった 
り、チ H ックができていないなど 
で逆速攻を簡単にやられたりで、 
普通なら点差をあけて勝っていな 
くてはいけないのじ今みたいな理 
由で、取って取られて取られて取 
ってという感じでなかなか前半の 
はじめに取•"八た点が縮まりませ 















新しい時代を作ってゆくのは、 

新しいひらめき。 

そして、ひらめきを実現してくれる 
素がが求められます。 

常に新しい技術で新しし、夢をかなえる 
素材をわ届けしてきた日新製鋼。 
これからも時代に応える 
新しい素がをみつめてゆきます。 



'明日の素がをみつめる 
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んでした。みんなもなかばぐらい 
からあせりだしてきたのですが、 
をのあせりがょけいにプレ I じ彩 
響して点じつながらず、自かもあ 
せるなとみんなに声をかけ、自み 
にも声をかけていました。結局、 
前半はをのまま追いつけず、4点 
差をつけられたまま終わり、自分 
もみんなも信じられない t いつた 
感じで呆然でした。 

ハ1フタィムで化生方からヵッ 
を入れられて、後半声を出し合っ 
ていったのですが、変な所に力が 
入り シユ*—卜でら難し ■ N ✓■"ないも 
のをはずしたり、ディフェンスを 
しても警告じなったりペナルティ 
!じなったりで、いつもの自分達 
らしさ-^いうものが全く発揮でき 
ませんでした。をの まま ずるずる 
と試八口が進んでいき、2点差で負 
ける結果になりました。 

今から思ぇば、台湾戦を前にし 
てむのどこかに絶対に勝てるとい 
う潜在意識があったため.、前半に 
連続失点された時じ切りかぇられ 
なかったのが原因だったと自分は 
思いました。この大会はほとんど 
が自分達とレベルの近い台湾にが 
してら、レベルの高いチ I ムと同 
じょうに試合が運べたら、と思い 
ました。 

_木浪達文 

第 I 戦のスキフ体育大じついて 
は、前半は点数を取られても、す 
ぐじ点数をなり运してけっこう良 


いム I ドでゲ^ —ムをやつていまし 
た。後半じなつても、前半みたい 
にシ I ソ^—ゲ I ムをやつていまし 
たが、デイフェンスをして、マイ 
ボ I ルになつて、ここで 1 点を取 
つたら気持ちが楽になると思う時 
に、必ずと言つていいほどに、パ 
スミスとかキヤッチミス-かが化 
て、相手ボールになつてからの速 
巧で点数を取られてしまう場ん口が 
多かつたです。をういうミスが失 
点となり、4連続失点になり、チ 
I ムのム . ~~ドも化んで行つてしま 
つた t 思います。 

自分自身、ディフェンスしか出 
ていないので、オフェンスのこと 
はベンチから見ているだけですが、 
けつこういい形で攻めている t 思 
います。オフェンスで出ている人 
達が、足を止めないで、みんなが 
強気で攻めている時は、いいプレ 
1が多く化て得点出ホるチャンス 
が出てきます。しかし、足が止ま 
つている時は、。ハスミス、キヤッ 
チミスが多く化てきます。即席の 
チ I ムだからプレーが合わないの 
は化方がないと思いますが、声を 
出したりしてプレ I などをすれば、 
パスミス、キヤッチミスなども減 
つてきて、失点ら少なくなると思 
います。 

ディフェンスでは、相手にがし 
ての当りが弱く簡単にシュ I 卜を 
巧たせてしまったと思います。相 
手は外人で日本人より体格がよく、 
をれにパローも違うので、へたに 


当りが弱い t 、 こっちの方が怪我 
をしてしまいます。をれに9 〜 W 
メ I トルからフリ I でロングシユ 
I 卜などを巧たせると簡単に点数 
を入れられてしまいます。ディフ 
エンスでは常に9メ—トル：3上前 
に出て、相手オフェンスの人にプ 
レツシャ I をかけて、当ゥを強く 
していきたいと思います。世界学 
生が始まると、もつともつと強い 
当りが必要じなると思いますので、 
今までな上に強い当りをしていき 
たいと思います。 

今後、この世界学生選手権で学 
んだ数々の経験を大学でも生かし 
て、また、自分のチ I ムの人達じ 
もこの経験を話して、自みのチ I 
ムを今：： S 上にしていきたいと思い 
ます。をして、日本国内でのハン 
ドボ—ルを考えるのではなく外国 
人じも通用するハンドボ I ルをを 
えていくょうな選手じなりたいと 
思います。 

中野-隆 

スキフ体育大学との第一戦の反 
省は、単純なミスが多すぎること。 
例えば、キャッチミス、。ハスミス 
などゲ I ムの流れをつかめる とこ 
ろでのミスが多すぎるため、相乎 
チームにムードが傾いてしまうと 
いう悪循環につながってしまうの 
です。もう I つは、もっとをれど 
れが積極的にプレ I しよう t いう 
ことで ある。をれぞれが声を出し、 
ひたむきにプレーしよう t いうこ 


t である。 

^:^巧^日、スキフ体育大学との 
第二戦。第一戦にわいて課題とし 
て残された、単純なミスを減らす 
こと、積極的なプレーをむがける 
こ t を目標として、この試合に臨 
みました。 

試合は、第一戦の反省が生かさ 
れ、みんなそれぞれが積極的じプ 
レ I を展開していた。みんな声を 
出し、をれダれゲ I ムをしていて 
楽しく、おもしろかったと思う。 
こういうがの日本は、外国のチ I 
ムにら充分通用するんだなと思っ 
たと思う。前半のゲ I ムの内容は 
すばらしかつた t 思う。しかし、 
後半になる t 、 なぜかみんな足が 
止まつてしまい、声が化なくなり、 
なんと連線 W 失点してしまつた。 
原因としては、前半のできのすば 
らしさに満足してしまい、後半ら 
を格で勝てるだろうと気の緩みが 
出てしまったのではないだろうか。 
真にこれ一つにつきると思う。し 
かしながらただ単に、日本がちょ 
っとリズムが狂っただけで、をれ 
につけこんでくるスキフ体育大学 
の勢いというものはすさまじいも 
のがある t 思う。ここでもう1度、 
第一戦での反省が生かされていな 
いことに気づいて、だれかがこの 
ム I ドを、巧ちけさなくてはなら 
ないのに。まだをこまでチ I ムは 
完成していない事を、さらけだし 
たようなかつこうじなつてしまつ 
た。この連続 W 失点の内容は、や 
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はり、ミズからの得点が多く、前 
半-〇はまるで違うチ}ムに変ゎっ 
てしまつたようだった。 

結局、第一一戦は前半あれだけ押 
していながら、後半の連続 W 失点 
のダメ I ジが大きく、惜敗してし 
まつた。しかし、またゲ^ —ムをし 
たこ t によって、新しい課題が残 
った。ム I ドが恶くなった時、 ど 
うすればいいのかということであ 
る。苦しい時こを、がんばって声 
を化し、調子のいい時：^上に声を 
化す こと。 これじつき ると 思う。 
大会がはじまる頃には、すばらし 
いチームになっているのではない 
か t 楽しみにしている。 

松原皆哉 

予選リーグの 3 日目は トルコ 戦 
であった。すでに 2 敗して いる 我 
々日本チ I ムは、なんとか 1 勝を 
t アップから気合いも入れて試合 
に臨みました。 

前半が始まり、ひらきなわって 
戦ったのがよかったのか、一進一 
退の攻防が続きました。考ぇてみ 
れば 、ロシア 遠征にきてから，外国 
人と試合(練賀試合含む)はこれ 
で 8回目というこ t で、慣れもあ 
ったよう に思いました。 

しかし、 前半のやまが 2、3ケ 
所ありながも、簡単なキャッチミ 

ス、パスミス、シュ I トミスが逆 
速なへとつながり、じわじわと点 
差を關かれていきました。 

この遠征にいく前に何度か日本 


で合宿をした時に、ミスなどを十 
分を意し、ミスしたら走って戻 
り、ディフェンスでガンバレとい 
うような事を何度も言われていま 
した。 

をれが、このような結果になる 
とは、 もっと 意識していればよか 
ったなあと思いました。結局、後 
キも前半の点差をかぇす事が出来 
ずの対 W で 3 敗目を喚しました。 

やはり、こういった 国際 試合で 
は、外国人選手とのパヮーの違い 
などにとまどい がちで うまくいか 
ない 面が多々 あった ので、 もう 少 
し 外国人選手 t の 試合をして 慣ら 
していれば もっといいゲ I ムが出 
ホた t 思います。 

_鑛田照幸 

セット OF を大きく二つに分け 
ると、組織的《戦術的)な突破に 
よる得点方法、個人的 (1 が 1) 
な突破による得点方法に分けられ 
る0 

今回の日本の七ット OF じわい 
ては、いくっかの組織的な動きに 
よる 得点方法 じたよる ほか、 あま 
り 個人的な突破 じよる 得点は壁め 
なかったため、動きを相手じ読ま 
れる。ハタ I ンが多かった。 

をれは、巧らかじ外国人選手と 
の体格の差、。ハヮーの差じ現れて 
いる。組織的な動きによるみ撃が 
スム！ズに斤っている時は、をも 
よく動き、6乂全員がシュートを 
ねらい、いい攻撃になり得点に結 


びつ く 形が出るが、いったん動き 
を読まれだしてくると、皆足がと 
まり、消極的な動きじ変ってしま 
い、ミスにつながる。この読まれ 
てしまつた時こを、センタ I プレ 
1ヤ I の能力を発揮しなくてはい 
けなかったが、私にはをの能力が 
おりず、チームを盛り上げるだけ 
の力がなかった。 

おに、世界の七ット OF じつい 
てだが、世界といってもいろん.な 
タィプがあり、一つに まとめるこ 
-0 はできないが、今回優勝した才 
1 ストリアに ついて みる t 、 個人 

的な突破方法と戦術的な突破方法 
がう まく かみ合っていた。 

6人全員が、一っ一っの強い個 
人突破を ねらいながら、 戦術的な 
勤き になり 得点じいたるので、困 
った時に6人だれもが、 どこから 
でも得点で きる チームだった。 

日本が世界を相手に戦うには、 
あたりまえだが、 W 分フルに使え 
る戦術的な動き、一人一人の突破 
能力、 あとは 相手のミスを得点に 
結びつけられるだけの速攻力をつ 
ける 必要が あると 実感した。 

本遠征にわいて、計 9 試合を斤 
ったが、日本とは DF のあた ゥも 
違えば 、 O F にわけるシユ I トカ 
も違う。これはやはりなれる しか 
ないと思う。日本は、外国 t の試 
合も限られているので、むつと若 
いう もから たくさん遠征を巧い、 
世界のハンドボールになれる必要 
がある L 思う。をうすれば必ず世 


界で勝っていける t 思う。 

冨本栄夕 

日本と外国人、特にョ I ロッパ 
人 t は、体格、。ハヮーともに日本 
人が劣っているので、をれを日本 
がどう克服するかが今回の謀題 t 
なっていた。予選一日目、ル ー マ 
ニア戦についてはどうだったか。 

ル I マニアは、前回大会にわい 
て準優勝したチーム で、 実力的に 
は日本ょり上であるが、をれを力 
、ハ！する誦争'しを前巧きじ出して 
いけばいい 試合ができるのではな 
いか 、 t いう 気持ちで試合に臨ん 
だ。 

前半立ちあがり、ル I マニアは 
W 番のエースが打ち込社という型 
でみめてきたが、日本もパターン 
からのきっかけを利用し、全員が 
シユートを狙い、いい型で点が取 
れ、互角の立ちあがりを したと 思 

A フ〇 

前半の中ごろから日本チ！ムに 
少々ミスが出てきた所を、ルーマ 
ニアじ連続得点を許しゲ—ムの主 
導権を握られるが、日本も必死じ 
ついていき、なんとか前半を；2が 
8 のルーマニア 5 点のリードで巧 
り返した。 

ハーフタィムじ松井先生が「こ 
のぐらいで満を しちや だめだ。い 
いゲームをしても、勝たなければ 
しょうがない」 といわれた。実は 
この言葉が、ゲームが終了してか 
ら重く感じられた。満足していな 








いつもりでら とのどこかでをう 

いう気持ちがあつたのからしれな 

、〇 

1 

ルーマニアに、日本の攻撃。ハタ 
I ンを読まれだした時から急に足 
が止まり、全員といつていいほど 
消極的になり、シユートを狙わず 
パスばかりするょうになつた。を 
うするとミスが目立つょうになり、 
をれをルーマニアに得点され、ず 
るずると離され、 S が W の火差で 
負ける結果となつてしまつた。 

やはり、日本人が外人とゲ I ム 
を するとき は、闘争む、パヮ I で 
は貨ける部分を頭を使いずり、攻 
める事、スピードで負けない事な 
どが勝つ為に必要な事じなつてく 
ると 思うが、ル I マニア戦につい 
ては、前半でしかをの事を実行で 
きなかつたと思う。 

自々自身の反省としても、後半、 
消極的じなゥシユートを巧ちにい 
かなかつた L か、反省すべき点が 
たくさんあるので、この経験をい 
かしていきたいと思います。 

「本当に外人はすごかつた」とい 
うのが素直な気持ちです。でも、 
この大会に出場できて t ても光栄 
に思います。 

か沢勝利 

予選リーグで対戦した トルコと 
は、前半で一進 I 退の攻防が続い 
たが、 トルコが 日本の ミスに つけ 
こんで確実に点を取り 、 W — 7 で 
巧り返した。後半に入る-〇、 トル 


コは着々と点を取ったのに比べ、 
日本学生選拔も点を取るが、前半 
のダブルスコアが響き、結局拍— 

と敗退してしまつた。 

このこ t があって、トルコの手 
の巧を知りがしての順位決定戦で 
の再戦となった。前半、チ I ムが 
一丸となり、岩本さんのシユ I 卜 
が連続して入る。岩本さんに続き 
みなさんのシユートも入ゥだして、 
なんと 7 点差までひらいた。自分 
はベンチで座ってぃて、得失点差 
で 5 位になれる-思い皆したが、 
外国人選手はをぅ甘くなかった。 

全日本学生のちょっとのスキをつ 
き、トルコは点数を重ね、前半を 
終ってみると；^ —じの2点差まで 
縮まっていました。後半に入り、 

全日本学生が先取点を取り 3 点差。 
残り W みまで点の取り合ぃで3点 
差が続き「勝てるぞ」 と 思い まし 
たが、なぜかトルコのディフェン 
スがよくなり、金日本学生がミス 
をし だし、同点、 をして 逆較 され 
てしまいました。 

敗因は、前回のトルコ戦 t 同じ 
く、ミスで負けたものです。結果 
的には負けてしまいましたが、い 
い試合だったと思います。この卜 
ルコ戦のよぅな試合を第1戦から 
やっていれば、もっとよい結果に 
なつたと思いました。 

この大会を振り返って、外国人 
選手の。ハワーのディフェンスや、 
オフ H ンスで全日本学生が負けて 
しまい、やはりこういう化界大を 


にはらぅ少し外人慣れと、国内で 
の合宿をしたかった-^思いました。 
再来年、またこの世界学生選手権 
の代表に選ばれたら、今回の経験 
を生かしてがんばり、をして 5 位 
13^上を狙いたいと思います。 W 日 
間、わ疲れ様でした。 

_日原正和 

試合では、主にデイフェンス t 
して入ることが 多かったので、 日 
本のディフェンスや各国のディフ 
エンスについて感想を書きたい t 
思います 

デイフェンスの形態としては、 
各国とも 1 が 2 が 3 ディフェンス 
が主流で、ロシアとォーストリア 
がワンポイントで一線にしていま 
した。ハンガリ I だけが一線だけ 
で、キー。ハ I と合わせて相手に口 
ングをがたせていました。 3 位決 
定戦では、をれでル—マニアのェ 
—スを上手く封じていました。 

同じ]が 2 対 3 でもそれぞれ夕 

イプがあり、ルーマニアは1人1 
人がそれぞれのマークを守るとい 
ぅ感じで、ブロックプレ I やクロ 
スプレーに弱かった。逆にロシア 
はポストがいる方のが度プレ I ヤ 
1はフルバック^合わせて低く守 
っていたので、早いタイミングで 
ロングを巧たれるとずれないケ1 
スが多かった。 

自分がプレ I していて感じたの 
は、日本では、 フォ I ルディング 
でフリースロ I の笛が鳴る と 思つ 


た t き、攻撃側のプレーャーは動 
きを止めてしまう、が、外国人はを 
れからでも押し込んできます。レ 
フェリ I がアドバンテ！ジをとつ 
ているか、もしくは少しだけ流し 
てしまつたときには、うしろから 
巻いてしまう形になり、警告処分 
となるこ t が多くありました。 

をれに、外国人は日本人に比べ 
てシュートモ t ションが早く、デ 
ィフェンス t しては、巧つ t 思つ 
た瞬間に当たりに巧ったり、杖に 
あてょうと 思ったのでは遅く、阻 
止することができません。外园人 
同志の場合ではやはり上から巧た 
せて、キー。ハ I と合わせていまし 
た。日本人は上背がないので、や 
はり運動量を增やし、プレ I の先 
を読んでプレ I することが基本的 
な事であるのだけれど、外国人に 
がするには大事 だとい うことを実 
感>ま~^た。 

あと、他の国の選手は自分がフ 
アウルをして、自分に非があると 
思ぇばすぐに手を上げます。逆に 
をのジャッジに不満のあるときは 
ぎりぎりまで 抗議します。 をう い 

つたレフエリ I とのコミュニケ！ 

ションら日本選手ょり外国人選手 
の方が上手であったと思います。 

お本真典一 

予選6組のハンガリーが<:組の 
才 I スト リアと変わったので、才 
1スト リア戦について書きたいと 
思います。才 1スト リアとは、予 
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ファッションから食品 
サインひとつでゎ買慨 

ご入を手続きも簡単です。 

わ気腔にわ中込み 
ください。 



おまをいもいろいろ 

•巧々のおを化いがラクな 

リポルビング曲い 

♦手な巧なしのわトクな 

—回化い 

•わホめはいま、わま仏いは 

ボーナスー活化い 

、わ中し込み、わ問いなせは、ジャスコ巧•巧 
サービスカウンター义は、化な巧にわたず 
む < ださい。 



選リーグが最初違っていたので、 
太をに入る前に二度、練背試合を 
やりました。 

オーストリアは化の世界選手権 
の メンバ！ がほ t んどで、体格、 
技術がにも日本をまさつていまし 
た。練習試合では巧対^-^^:^が？5 
と大きく差を広げられましたが、 
二度が戦している分、攻撃方法、 
ホ備態おも分かり、大会予選二試 
合目で緊張もとれ、楽に試合に臨 
めたのですが、私はかぜをひいて 
しまいで全の体調で臨めなかった 
のが巧念でした。 

試合は立ち上がり互角となった 
のですが、 じりじりと 日本のデ. イ 
フェンスのラインがずれている巧 
をつかれ、離されていきました。 
日本も。ハタ！ンを読まれながら^ 
必死にくらいついたのですが、前 
半 W がけで巧り返すこ-^になりま 
した。 

ハ I フタイムのスタッフの指示 
は、オフユンスで積極的に前をね 
らぅ、デイフェンスのラインを合 
わせる、速攻のつなぎを小さく速 
く、ボ I ルを展開した逆があいて 
いる、などが挙がり、点数は気にせ 
ずぶつかつていこぅと話し合いま 
した。 

後半に入る t 、 才！ スト リアの 
サイド シユ ート 、ロングシユ ート 
が決まり出し、日本のデイフ.エン 
ス態形をくずされて いきました。 
攻撃もシュ I 卜で終われず、パス 
ミスなどで逆速攻-^、日本が逆に 


やらなければいけないことをオー 
ストリアじやられ、点差はひらい 
てしまいました。 

後半の最後は、ぃつも言ってぃ 
る最後までプレ I が、少し欠けて 
しまい、結局けが％で敗れてしま 
いました。スタッフには試を終了 
後、今までオ ーストリアと やつた 
中で、最悪のゲームだと言われ、 
自分もロングシユートが決まらず 
最悪の試合内容でした。 

やはり日本の場合、体格、は術 
の差は認めざるをぇません。なに 
が必要かという-^、相手におかつ 
てぃく 姿勢が大事なのです。1点 
差でら W 点差でも負けは負けです 
が、今の日本には、かにつながる 
負けがない ょうな 気がしました。 
早く 1勝するためじがんばりたい 
と思います。 

_広政宜孝 

自分は、今大会で初めて世界の 
トップレベルのプレーを目の前で 
見た。過まにテレビで見た事があ 
るのだが、実際に見てみるとため 
息が出るばかゥだった。パヮ I 、 

スピードは日本選手ょりはるかに 
上回っていて、また勝つ事への執 
念 もすさまじ かつた。 をう いつた 
貴重な体験を基に、化界の OF に 
ついて日本と比較しながら述べょ 

ラと思う口 

外国人は日本人よりら体験が良 
く、をのせいか。ハワーも上回って 
いる。をのため、日本が DF をし 


ている時に、少しのすき間でも割 
り込まれ。ハヮーで行かれる事がし 
ばしばあつた。自分達学生同±で 
は、をの様な事はあまりない。同 
様じ、外国人同±ではをの様な事 
はあまりない。をれは同じぐらい 
の。ハワーだからだと思う。また、 
日本入と試合をする時はロングシ 
ユ I 卜もど、どん巧つてくる。こ 
れら体格•パヮ！の違いだと思う。 
ロングシュ I 卜を決めようと、シ 
ュ I ターを押したりするのだが、 
をれがどうしたと言わんばかりじ 
すごいシュ I 卜を巧つてくる。し 
かし、外国人同±では、をんなに 
ロングシュートを打つのではなく、 
パスを回して回してカットインや 
ミドルシュ I 卜といつたプレ I が 
目立つた。をれは何故かと僕なり 
に考ぇてみた。一つ目にロングシ 
ュートの確率よりらカットイン、 
サイドシュートの確率がいいから 
である。二つ目にテクニック-^い 
うよりら 力と いう感じなので、枝 
をかわして巧つことがあまり得意 
ではない t いう事だと思つた。 

U 上の事 U 外じ、ボール回しが 
速く、 またを のつなぎがいい。 を 
れと、日本人は背が高すぎると勤 
きがにぶくなる人が多いが、外国 
人はスピ I ドら すごい。 

しかし、日本よりもテクニック 
の面では下だと思う。もっと上手 
じ OF をすればいくらでも点が取 
れると思う。今、日本じ1番欠け 
ているのが、勝つ事への執念が足 


りないという事た。体の事ょりも 
まず勝つ事の方が優先という感じ 
だつた。これさぇあればもつ t 巧 
成績が獲得できたのではないだろ 
うか。 

自分なりじ、世界で勝つために 
は何をしなければいけないのか、 
何が必要なのかが分かりかけた。 
これを礎に、今： S 上の努力をして 
次の世界学生選手権大会で良い成 
績が残せる様じがん ばろうと 思う。 


長嶺重信 

日本と化界の DF を比較する-〇、 
まず第 I じ体格の違いに気ががく。 
外国人選手は、身長はもちろんだ 
がまず。ハワ I 、がすさまじい。この 
差は何から生まれるのか私は知ら 
ないが、とにかく高い上に幅のあ 
る DF が世界の DF である。 

をれ-^比較して日本人選手は、 
体格の面でやはり少し外国人選手 
に劣る。よってこの体恪の差によ 
る DF の弱みを補うじは、どうす 
るべきかを日本はをえる必要があ 

る- jj 田心う。 

さてをこで世界の D F と日本の 
DF とのシフトをみると、世界は 
〇対6ディフェンスがほとんどで 
あった。これは高さを生かしたも 
ので、シユ I 卜をディフェンスの 
上から打たせてコ！スを片方つぶ 
し、キ I 。ハ I と勝負させるつもり 
だろう。日本の DF は、1が2対 
3のシフトをひいている。これは、 
高さ-〇。ハワ t のシユ . —卜をできる 
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■ 交通巧幹操新大巧巧からタクシーで10み 

大巧を港からタクシーで20み(巧巧富ま）大化巧から扇巧まで徒ホじみ 


だけ遠くからげたせて、いや巧た 
せないで、サイドシユ ートじ もっ 
ていきキーパー と 勝負 させようと 
いう デイフェンスである。やはり 
日本人は体格差を こういう 面で う 
めなければ、外国人とは勝負にな 
らないのか？ 

をこで、外国入 t 日本人の DF 
の違いをポジション別に見てみよ 
う。まず、 DF の要といえば GK 
である。 GK は、外国人選手を見 
るとやはり手足が長く大きい 。 t 
いう事はコ I スをつくボールに強 
く、面がでかぃ。日本人の場合は、 
動きが俊敏である。をの商からし 
ても日本の DF がサイド勝負にも 
っていくのもわかる。 

GKES 外の DF を見る t 、 外国 
人は1が1を守るのが大きい分強 
い。をの点日本は、しっかり横に 
つなげて2人で1人をずる様にし 
ている。これらのことから、世界 
の D F と日本の D F を比較して日 
本の良い所は、背が低い分、よく 
動き、足を使う。二人で一人を守 
る為じとなり同±の連絡や伝達が 
よく-〇れ ている。キ I パ 1-0 のか 
けひきもよくとれて、「全員 DF 」 
をう名付けても良いであろう。 

日本が金メダルをとる日はもう 
すぐだ。 

荒木進 

選手権が始まるのは3月22日の 
予選 リ！ グ戦からでした。しかし、 
で遞リーグを 戦う 前に8、9 日と 


ロシアのスキフ体育大'与-^ 2試合 
をこなさければなりませんでした。 
初戦、戦つた感じは負けはしたも 
のの、あまり強くないといつた感 
じでした。だから、第二戦の試合 
では前半は全日本学生のリ I ドで 
した。しかし、後半じ入ると余裕が 
でてきたのか、少しわごりもあつ 
たのか思うように足が動かず、結 
局負けてしまいました。後で聞い 
た話によると、スキフ体育大学の 
、王カメンバー5人がロシア学生チ 
1ムに選ばれている t 聞き、驚然 
とした。をの後、 W 、 U 日と練習 
が組み込まれていたけど、ォース 
トリアが来て全日本学生に試合を 
申し込み、 W 、 n 日の練習試合を 
するようになつた。 

私が今年《平成4年)世界選手 
権 B グル；プに出場したがのォー 
ストリアと 変わらない陣容でした。 

練習試合初戦、ォーストリアと 
が戦した時は、まつたくといつて 
いいほどに叩きのめされました。 
点数差もダブルスコアになつてし 
まい、をの日の夕方緊急ミ I ティ 
ングも設けられ、明日 ( U 日)の練 
習試合じ対する意気込みを言つて 
試合に臨みました。をれに試合当 
日スタッフ陣に巧手チームを W 点 
:^内、加点な上という目標をみぇ 
て もらい チ I ムじやる気がみなぎ 
り、良い雰囲気になっていった。 

その結果、巧手チ I ムに W 点し 
か与えなかった。しかし、点数は 
バ点しか取れず負けてしまつた。 


これらの中で感じた事は、身長 
はも t ょり。 ハワーの違いを まざま 
ざ t 見せつけられた感じでした。 
また、身体接触プレ I にわいても 
ボ I ルを活かすという最大の、を 
して上手なプレーが随所にみられ 
た。 

これから日本が世界を目指すチ 
—ムになるには、これらの事を埋 
め少しでも近づき日本独特のプレ 
I ぶやって いく 事を痛感しました。 

_^耕岡健二 

テスト マッチの ホーストリア 戦 
について、感じた ことを 書いてみ 
ます。 

とにかく 相手は大きいので、デ 
ィフェンスは高く、オフェンスは 
全員で動かなければ、勝てません。 
前半 W 〜 W み位までは足が動いて 
いるので、ディフユンスもまだ守 
れていますが、をの後は、才 I ス 
トリアにいいょうにやられていま 
，す。身長も体重もパヮ I も違ぅの 
で始めはな倒されてしまいました。 
前半が終って後半は、オーストリ 
ッチのオフェンスの。ハタ I ンやデ 
ィフェンスのあまい巧などがわか 
ってきたので、オフユンスもディ 
フユンスもできる かと 思ったので 
すが、なかなかを うう まくは行か 
ず W 点^上の点差で負けてしまい 
ました。オーストリアのチームの 
ほとんどの選手がナショナルの選 
手なので、ゲームじ慣れている。 
をれとハンドボ I ルを楽しんでプ 


レーしてい麦す。日本のチームは、 
オーストリアじくらベて固くプレ 
—している t いうか楽しんでいな 
いように思いました。なぜかと言 
うと、元気があまりなかつたから 
だと思います。実力から見てはる 
かにオーストリアは、強い-^思い 
ます。 

しかし、‘日本のチ I ムは、本当 
に短い練習の割には、よくやれた 
方だ-^思います。オーストリアは、 
特じディフェンスがとて-^5うまい 
です。ピストンや1対1、チェン 
ジプレ I や強引なカットィンプレ 
1じ対してのあたり等です。日本 
のプレ I はフユアにしているので、 
もう少し闢争心を，^き出しにして 
いいと思います。 

どう すればオ ー スト リア じ勝て 
るか、をれには。ハワ I をつける。 
つまり、外人に負けない、外人にあ 
たり負けしない体を つくる 事 だと 
思います。をれ と 速攻 だと 思いま 
す。遅攻でなめられない分、速な 
でとり、後はディフ H ンスをどれ 
だけするかで勝負が決まる t 思い 
ます 

ホーストリアは身長が高いだけ 
でなく、よく動きます。日本のチー 
ムは、もつ t よく動かなければな 
らないと思います。このゲ I ムの 
途中じもよくコーチに「足を動かせ」 
と、何回む言われました。もし今度 
オ1ストリアとまたゲ1ムができ 
る機をがあれば、才— スト リアに、 
日本は強い-^思わせたいです。 
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日本総合選手奪量覇 



^女岩旧部長じィンタビユー I 


.広報を日本総合二連覇おめでと 
うございます。岩田さんの 
ご苦労が実ってきましたね。 

山お 田 どうもありがとう ございま 
す。をれほど苦労 L いう 苦 
游はしていません。私はあ 
れこれ t 指示をしたり、が. 
々練習をのぞいては小言を 
いう 程度です。私と湯中君 
は、8年もの付き合いです 
からッーカ1の関係ですね。 
巧術のなこ-^はすべて泉君、 
チ—ム管理は湯中君、選手 
のメンタルヘルスは日野君 
に任せてあります。私の考 
ぇでは、チ I ム•選手の管 
理は、をれじ適した OB に 
任せる ことが ベタ I だと 思 
います。 日 野君はご存じの 
t わり持ち前の明るい性格 
■で選手達から信頼されてい 
ます。湯中君はなかなか繊 



細ですが行動が速く判断も 
的確です。彼らは大変苦労 
していても、私じはをの素 
振りを見せませんね。私の 
任務は、チ1ムが常に最高 
のコンディションで試合に 
臨めるような条件整備と思 
つています。 

広報をのようなきめ細かい管理 
をされ るよう になったのは 
どうしてですか。 

岩田決して管理しているとは思 
いません。チーム強化を基 
礎からをえました。主力選 
手を私のいた総務部に配置 
することからはじめ、を々 
と考えてみました。部をプ 
日野球球団組織のように現 
場とフロントに分けると、 
監督は勝負する技術(現場) 
だけじ専念できます。管理 
•渉外(フロント)を湯中君 
が姐務しています。をれぞ 
れがプロ意識をもって仕事 
にもハンドじも取組めるよ 
うじし ました。各自が10 
〇%の力を出しきって頭張 
つています。一人一人に責 
任と自信を持たせることが 


大切なのです。何事 にら一 
生懸命をして楽しくやるこ 
t ですね。 

に報他チームじ先駆けて禪任卜 
レーナ1^の契約など、を 
社のチームに対する考ぇ方 
が変わったようですね。 


ち田を社は、ハンドボールに投 
資をしていますから、当然 
投資効果を考ぇます。を社 
に対し強化のためのお件を 
お願いしたら、私達が最大 
の効果(優勝)を挙げればい 
いのです。昨年、今年と一一連 
覇したので日本リ I グの制 
覇を達成した焼には、がらか 
のご褒美をいただくょぅ会- 
社じ わ願いす る つらり です。 


I ★湯中マネ I ジャーじィンタビュ II 




広報を日本総合二連覇おめでと 
ぅございます。 

湯中今チームには、勢いがぁり 
ますので心配していません 
でした。 ベテランと 若手が 
お互ぃに適度の緊張愚で試 
合じ集中し、好結果をだせ 
たと 思います。私は、優勝 
祝賀をゃ挨が回り等の準備 
とか、 帰りのキップのほぅ 
を、 心配しました。 

広報この二、三年、チームカが 
上昇してきましたが、をれ 
U 前のご苦労をわ聞かせ下 
さぃ。 

湯中岩田部長といつら優勝でき 
るチ I ムの条件を研究して 
います。仕事•予算•練習 
•選手の将来•スカウトな 
ど。二一年前、源内•林君を 
入社させる まであちこち 出 
掛け回つ たこと ぐらいです 



ね。二人は即戦力として期 
待していましたから、今を 
の結果が出ています。 ぅち 
は、全員攻撃を目指してチ 
—ムつ^りをしています。 
これかららスカウトは重要 
な問題です。あ t はリーグ 
の制覇 t 西山選手の日本記 
録達成(リーグ通算得点に 
あ t 心点)が課題でしょぅ 
ね。現在景気低迷で会社も 
き.ついところですが最大限 
のバックアップをして項き 
感謝しています。 
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わかしやち圃体への 

ハンドボ—ル 意気をみ 



愛知県協会 
だよ-り 



放課後の貪けん気。 

が[課後になると、わたしのなかじねむっていた元気が目をさます。 

ボールをもつと、わたしのなかじかくしていた勝ち気がスックと背すじをのばす。 

シュートを決めるとき、わたしのなかの負けん気がパチパチとスパークする。 

わたしはこんな自みゲ大好きなのです。負けん気をありがとう、モルテン。 

株式鈍 み molterf 

まま本社ままお里扭区お川 5T 吕 5- 7〒巧0巧的- 625-7581 化 
大版•を古屋•福巧.広を•仙を.礼巧•リノ USA •デュ.;々ルドルフ W.G. 



昭和な年 U ホ、が年ぶりに愛知 
で開催する圃体(わかしやち国体) 
が、いよいよ1年後 t なる 年を迎 
えました。 都を型国体の難点と言 
われているよぅじ、1般市民の国 
体じ対する意識は今一つ盛り上が 
りに欠ける状況ですが、県なびを 
場地市町が実行委員をと各競は団 
体は本大会の成功と総合優勝を旗 
巧に着々と体制を整え、本年のリ 
ハーサル大をから来年の本大会に 
向けて、懸命な努力をしていると 
ころです。 

愛知県ハンドボール協をにわい 
ても円滑な競な運営の基盤 t なる 
競は役員の編成、競技補助員の養 
成、また、選手の強化等に総力を 
傾注しなければならない重要な年 
であり、この1年が正念場と考え 
て わります。 

大を運営については、 をの 前段 
として 本年は、 3 巧の全国高校選 
抜大会を筆頭に、日月のを日本女 



子実業団選手権大会> 8巧の全日 
本教職員選手権大会《国体リハ I 
サル大会)、をしてじ巧には第1回 
大会 U 来となる全自本総合選手権 
大会の開催等、全圃大会が目白押 
し。これらの大会をすべて成巧さ 
せることが県協会に課せられた重 
大な責務 t 考えていますが、同が 
にこの機ををとらえ競お役員並び 
に競お補助員の蕃成を図っていこ 
ぅと計画を進めてわります。をし 
て、これをステップにより強固な 
体制を確立し、で全の態勢を整え 
「わかし やち国体」に臨む所存で 
す。 

選手強化が策については、総合 
優勝が使命、しかし、県協をとし 
ては総合優勝をすればよいといっ 
た安易な考えではなく、 5 種別完 
全制覇を達成ずる意気'込みで努力 
をしなければよい結果は得られな 
い-〇いぅ考えでいます。 

国体で過ま W 回の総合優勝をは 
じめ、常に上位入賞を果たし愛知 
の得点源として実績を残してきた 
だけに、ハンドボ I ルへの期待は 
大きく、総を優勝は最低のを件で 
あります。をれ 故に、昭和お年の 
能本国体で達成した4糧別制覇の 
完全優勝に思いを馳せ、「夢よらぅ 
一度」と大きな目嫣を掲げた次第 
です。 

当時と比べ、競技人口は飛躍的 
に増大、技術も格段の進歩を遂げ、 
全国的にレベルが均等化した今日、 
完金優勝は至難のことと言えまし 


よう。しかし、をの 道が険し けれ 
ば険しい穂、やり甲斐の あること 
ではないか、勇気をもって苦難に 
立ち向かう努力が重要な ことであ 
ゥ、ひいては将来の貴重な財産に 
なるとい う信念で、 あえて 難関に 
挑戦し ようとする ものです。目標 
の達成目指し、強化部を中むじお 
尊者一丸となって選手強化に当り 
愛知の底力を見せよう t 頑張って 
います。 

さて、国体のを期ですが、広島 
で開催されるアジア大会の関係で 
秋季大会は例年よりやや遅ぃ 、 W 
巧§5日から U 巧3日までの6日間 
に 決定し ました。また、 会場地は 
俱の国体開催方針で々散がかめら 
れ、 S 高校総体を開催した豊田市 
(成年女子•少年巧女)をメィン 
じ隣接の知立巿(成年男子1部)、 
一二が町《成年男子2部)の2市1 
町で關催する ことになりました。 
全国から わ迎えする皆様方じ満足 
いただけ るよう、 を 場地巿町 t 協 
力しながら環境整備に努力してま 
いります。 

最後じ、日本ハンドボ I ル協を 
をは じめ 全国のハンドボ I ル関係 
者のご指導、ご支援をお願い申し 
上げますと-^もに、各都道府県代 
表の選手の皆様にはフユアでクリ 
} ンなゲームを展關し、愛知県民 
じ「これがハンドボ I ルだ」とい 
う醋醜味が味わえる素晴らしいゲ 
I ムを披露していただきたいと熱 
望し、期待するものであります。 











女モジュニアが 

世界選手権大会の出場権獲得 


強化委員長井 薰 
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合宿-国内外遠征なら 
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強化委曇 


平成5年のスタートにあたり、 
強化委員をからのごおがと所感を 
述べさせていただきます。まず皆 
さまのご協力のわ陰と現場の頭張 
りで、昨年の9月上海での第1回 
極東大をで男子ナショナルが優勝、 
来年の広島でのアジア大会、さら 
には3年後のオリンピックにむけ 
好スタ I 卜が切れた事、をして女 
子ジュニアが本年8巧じ關かれる 
ジュニア世界選手権大会の、出場 
権を獲得出来た事を成果としてご 
報告した いと 思います。 

ホ子ナショナル、男子ジュニア 
も前述のチ I ム同様の努力は重 
ねていますが、アジアの強敵に囲 
まれ、彼我の選手層や強化に関す 
る環境の違い等、いまが最も苦し 
い時であり、皆さまのご理解 t ご 
声援をお願いします。システムや 
環境整備は強化委員をや協をの命 
題で あると 受け止めます。 

ただスタッフや選手にも、確か 
な前進のための大いなる工夫や、 
精神面、体力面の努力は厳しく求 
めていきたいと思いますが、ナシ 
ヨナルプレ ！.^ -I t しての一つの 
理想像を描く時、私達は幸いにも 
ハンドボ；ルの仲間にをれを求め 
る事ができますので、ご紹介した 
いと思います。 


男子ナショナルチームのゴール 
キーパー橋本巧弘選手(本田技研)。 
彼の卓越したプレ I は今やアジア 

1のキー。ハ I いぅょり、世界 
でも上位じランクされるもので、 
まさに日本の守護神として大活躍 
ですが、化盛な研究心、ひたむき 
な練習の姿勢、不屈の精神力じ加 
ぇて謙虚で円満な人柄は、まさじ 
プレーヤーの模範であり、本年度 
の日本スポーッ賞に日本協をょり 
推薦され受賞が決まりましたが、 
私達の誇りでもあり目指したい目 
標です。 

さてナショナルの強化は、ジュ 
ニアの活発な活動、人材の発掘が 
原点考ぇます。をの意眯から、 
年度半ばからの話で、関儒方面に 
ご迷惑を おかけし ながらら 実施が 
決まりました JOC のジュニアオ 
リン ピックカップも強化にとって 
朗報であり、また本年からスター 
卜した選抜大会の優勝監督のナシ 
ョナルスタッフ入りでの、大会の 
活成化も期待致したい部分です。 

この件では男子優勝の浦和学院 
の岩本先生、女子優勝の四天王寺 
の繁田化生が指名を受け、繁田先 
生はリトアニヤでの B 世界選手権 
に参加、世界のな、流れを視察い 
ただきました。岩本化生にはオラ 


ンダ遠征 じと ご案内しましたが、 
学校行事で日程の調整が難しく、 

2巧のジュニアの韓国遠征への参 
加を検討いただいています。 

いずれにしましても、高校の先 
生方に世界を体験、瑰場のご指導 
に役立てていただくこのプランは 
強化委員をが提案、高体連で審議 
「選拔の優勝監督」と決定をみた 
もので、定着させ成果を期待する 
ものです。 

さらに将米日本がメダルを獲得 
するために必要な技術や、戦術を 
してプレ I ヤ I の大型化の長期計 
画の立案、実施は急務であり、巧 
ホ専門委員長を中心に W 年、 W 年 
後を見据ぇた組織づくりも新年度 
のテ ー マと したいと思います。 

強化委員会はナショナルチーム 
の活発な活動にがぅ、ハンドボー 
ルの普及、な術の向上を促進する 
ためじ存在、男みナショナル監督、 
巧ホジュニア監督に、若干名の学 
術経驗者、スポーッ医科学、をして 
実連、学連、高体連の組織から選 
出されたメンバーじより構がされ 
ますが、ジュニアの強化にを力す 
るために、新たに中体連にも加入 
を依頼したい t 思います。長びく 
不況は、強化の予算にも少なから 
ず影響しますが、このよぅながこ 
を強化の方法もより効率的な、あ 
るいは視点を変ぇたものじ英知を 
集める姿勢で対応したいと思いま 
す。これからもナショナルチ I ム 
をよろしく ご声援ください。 
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TSV Bayer Dorma 宫 en チームの入場 


いぅ 具合に なっています。 

範囲- jj しては1部は全国的な範 
團で、2 部リ！ グは南部、中央部、 
化部と 二 一分割され、またをの下の 
リ I グに なると それぞれが幾つか 
に々かれています。 

次に一部リ—グでの試合の様子 
をわ知らせしますと、をチーム間 
のが戦がホームアンドアゥエー方 
式をとり、1シーズン1チームが 
糾試合行ゎれます《1部リーグ》 
22チ I ム)。運営はホ I ムのクラブ 
が行い、各試合ともを場の雰囲気 
はそれぞれ違って、いろいろな体 
育館に足を運ぶのも今では私のひ 
とつの楽しみになっています。観 
客は試合だけでなく、アップの時 
からも選手の顔写真入りのパンフ 
レットを 片手に、大勢早くから 詰 
めかけています(日本の様にをの 
日に何試合らあるのではなく、を 
の試合だけなので、アップから選 
手達はコートに現れ、をれだれア 
ップを斤います)。 

をの時から既に応援はピ！ク時 
を迎ぇるかの様な盛り上がゥを見 
せ、観客はをれぞれゎ気に入りの 
選手の名前を呼んだり、応援歌な 
のでしようか、合幅が 始まります。 
をういう事からか、選手紹介はア 
ップのがに行われ、アップ終' 了後 



一旦引きあげ、再度選手たちの入 
場となります。 


TSV Dorma 径 en の場 
合ですと(ホ I ムの場を)体育館 
の照明が落され、スポットラィト 
が入口に当てられると、をこから 
選手が入場してきます。またこの 
時も耳が痛くなる程の歓声が体育 
館に響きます。をして選手は一人 
ずつ持って化てきたフアンサービ 
スの為の品を観客席に投げ入れる 
のです。またここでも子ども、わ 
とな関ななく自分の所に投げてほ 
しいが為に、また選手の名前を呼 
び続けるのです。をして試合-が始 

まり、ワンプレー、ワンプレーに 

一喜 i 憂し、声を枯らし応援して 
います。 

試合が進み、前半を終え、ハー 

フタイムを迎える-* J 、 わ楽しみ袖 


私は初めてドィツの正月を迎ぇ 
る事じなつたのですが、こちらの 
正月は日本 t 随分違って、特別に 
何かずる訳でもなく、休みもなく 
(1 巧1日だけ化み)、私が通って 
いるクラブも U 月が日じ試合を行 
い、リ日はトレ I ニングがなく、 
1巧1日からは既にトレーニング 
が始まつています。 

今回は今シ I ズン真最中のブン 
デスリ I ダじついて いろいろ ご報 


告したいとペンを取りました。 

皆さんも御存知の様にブンデス 
リーグは1部リーグを巧点に、ピ 
ラミッド型に構成され、実力に応 
じ各クラブはをれどれのリーダで 
試合を行っています。 

例ぇば私がわ世話になっている 
TSV Bayer Dorma 
bee 打は、1軍が1部リ！グに属 
し、2軍は5部リーグ、3軍は6 
部リーグ、 4單が8部リ！グに^ 


選をが斤われ、またまた観客は盛 
り上がります。をして試合が終れ 
ば、終ってすぐじ家路につく日本 
とは違い、体育館にある軽い飲食 
の出来る所で遅くまで話し込んで 
いる人達も見かけます。 

日本 -0 は違い、娛楽の少ないド 
イッでは、試合を観戦する事を楽 
しみにしている人も多く、またこ 
の様な雾囲気の中でプレ I する選 
手達ら、充か観客にァピ1ル(決 
してスタンドプレ I ではない)す 
るに値するハッスルプレーを展開 
します0 

日本とドイツではいろいろな背 
景が違い、問題も多くあると思い 
ますが、将来この雰囲気が日本で 
も体験出来る事を望み、これから 
ら続くドイッでの研修に励みたい 
と思つています。 


ブンデスリ—グを見て 目 m 
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おげけさまで 
創祟74巧 


NAKAMURA STEVEDORES & TRANSPORTATION CO., LTD ， 


体力づ<り面から 
新生全日本男女を憂いて 


西山逸成 


1、ナショナルチ—ムの今後の誤題 


れ.体を動かせ•闘争心」で全遮 
手戦ってはいるが、外国選手の高 
さ•パヮ I •スピ I ドには圧倒さ 
れるのみ。 

②世界の一流選手は技術•精神 
•体力すべてが優れている。 

⑤は術向上を件として強视な筋 
力が必要、全日本選手を員が筋力 
アップしなければ通用しない等で 


をる。 


2、1992年度体力測定結果からみた強化方向 


昨年は1992年バルセロナホ 
リンピック大会への出場権が獲得 
できず、日本の男子球な種目で唯 
ーオリンピック大会の連続参加(ミ 

ユンヘン、ロサンゼルス、モスクワ 
H 不参加、モントリオール、ソゥル) 
が絶たれた屈辱の年と言える。 

一方、アジア地域代表権をして 
バルセロナオリンピック大会じ男 
子•女子とら参加した韓園は、女 
子がソゥルオリンピックじ連続し 
て金メダルを取得し、男子は6位 
じ入賞の驚くべき成果を挙げた。 
この結果はかのアトランタオリン 
ピック大をへの.参加を悲願-^した 
新ち日本男女ナショナルチームに 

つては厚い壁と言わざるを得な 
、〇 

併しながら新生男女ナショナル 
チ I ムともに、アトランタオリン 
ピックへの始動初年度の化界選手 
権 B 大会では、男子 U 位、女子 W 
位の下位に低迷した。共通の敗因 
は、少くともこの数が年間誰もが 
指摘/されども未改善の"外国 


選手の高さとパワ — t スピ I ド、 
をして戦ぅガッツに欠ける A であ 
ろぅ。 

新生全日本男子選手の世界選手 
権 B 大会巧見(協を機関誌3 2 6 
号 H 犯年^巧)から今後の課題を 
拾つてみると、 

①蒲生監督の競技指針「点を取 


( I ) 男子ナショナルチーム 
前ナショナルチ I ムの身長18 
4.9 体重^-〇^に比較し、 
184.9 柳、と小型化と 
いぇる。最大無酸素。ハヮ I (体重 
当たり)では、前チ—ム平均 W .6 
wattvkg じ比し S • 7 watt \ kg と 
^5%の低下を示してわり、外国選 
手に対して筋肉の太さや筋肉量、 
体重を增加させ筋力、筋パヮ I の 
向上にょる無酸素。ハヮ—の向上の 
必要性が啡ばれよう。筋力面では 
身体の総筋量の指標としての背筋 
力は、前チーム平巧195_§^に比 
し18 8がと4 • 6%でぶ下である 


が、握力平均値 3.8 的は前チ I ム 
ょり優っていた。腕の伸展筋力の 
指標としてのベンチプレスら目標 
水準(体重の 1.5 倍)じ比して1- 
2倍と低い水準であり、また下肢 
筋力としてのスクワットも目標水 
準(体重の 3.0 倍)じ比して 2. 
が偕 t 低い水準を示した等々を総 
巧すると興子チームは体型的には 
小型化し、敏捷性と有酸素パヮー 
じ優れるらのの、筋力、筋パヮ！、 
無酸素パワ I に劣ることが解った。 

( 2 ) か子ナショナルチ—ム 

新生のナショナル新人群を前ナ 
シヨナルチームとの比較でみると、 


身長•体重は同一水準であるが、 

体脂肪率では7.1%の高値を示 
し、背筋力では^:.7%の低下、が 
屈曲力ら減少を示し、下肢筋では 
伸展と屈曲の捂抗が化％水準：^下 
の選手が多く、足•が関節障害の 
防止面からら筋力強化が望まれる。 
また前チームから継続した選手群 
6名の体力水準は、筋力、最大酸 
素巧取量等低下傾向であることか 
ら、今後の体力的課題として敏捷 
性、筋力、無酸素。ハヮーをして体 
脂肋率の改善努力が急務ぃぇよ 
ラ0 

今後3年後のアトランタ大会じ 
おけて、日本がアジア地区で世界 
のトップ水準の韓国を打破するた 
めには、現代のスピードハンドボ 
. —ルが戦ぇる資質、すなわち前半. 
後ずの各 W 夕間じ S 回前後の激し 
ぃな防戦に堪ぇ得る体カー 1 回の 
攻防が約洲秒前後の無気的な間欠 
運動といぅ単なる有酸素的な定常 
運動ではなく、強度な運動負荷を 
強要される I の必要性を重視しな 
ければならない。 

体力づくりにあたっては、スタ 
ッフ t 選手のみでなく、選手の各 
所属チームの指導者が一二味一体と 
なり、選手の個人別運動化方によ 
り、身体各部位別のトレ I ニング 
法わよび筋力•パヮ！の養成法と 
の両者がともじ望ましい栄養管理 
のも t じ正しく、継続的にすすめ 
られてこを日本チ I ムが世界に届 
く t いえる。 


















ちっと大さな声で 
夢を語りあいたいな 

夢を語るときの瞳は、 

いつもキラキラ輝いています。 

夢を、未来を、カタチに変える、 

そんな新時代への冒険んを 
大同特殊重岡は大切にしたいと思います。 

夢を語りあいたい……あなたと。 


^义同特殊銅 


本社〒460名古屋巿中区錦1 -11-18 (興銀ビル） 
TEL (052) 201-5111 
支社東京/支店大阪 


Your Daiwa Staff 


ライフプランは暮らしの中でも大さなテーマで 
ず。この テーマに トータルじお応えできるのが 
〈ダイワ〉でず。信託もできるべんりな都巿銀行 
として、財産の管理と運用、不動産の売質仲介と 
有効利用、年金や相続•贈与の設計、口ーンのお 
tr 話から自動サービス、さらに国際業務と、幅広 
くバックアップさせていたださまず。お客さまと 
ともに明日を創造ずる Bank 〈タイワ〉をぜひ 
ご活用ください。 


大巧銀行 

Daiwa Bank 
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世界選手権己大会報告 


監督•繁田順子 


元来、ョーロッパのスポーッで 
ある ハンドボ I ル競なにわいて、 
アジアチームがどれだけ世界にく 
い込むことができるか。これは、 
先輩諸姉の化より受けっいだ長年 
の課題でした。しかし、をの壁を 
見事じ巧ち破ったのがソゥル五輪 
での韓国ナショナルであったし、 
しかも昨夏のバルセロナで V 2 ま 
でやってのけ、をの強さを不動に 
したのら記憶に新しいところでし 
よぅ。をしてこの耀進は私達にも 
大きな勇気をみえてくれました。 
をの後、多くの実業国や大学チー 
ムに韓国選手が助っ人として加入 
し、レベルも向上、また、最近で 
は中•高校生にまでも日韓六乂流が 
盛んに行われる等、今の日本ハン 
ドボール界が強い影響を受けてい 
るのはなめて言ぅまでもないでし 
よラ0 

さて、今回のナショナルチ I ム 
ですが、松田お佳主将を中心に W 
名で編成され、をの多くが全日本 
初参加{ちなみに一昨年の例の百何 
日じも及ぶ長期合宿経験者は4人 
のみ)。チ—ムスタートが昨年の4 
月。2、3回の合宿の後、9月の 
上海国際大会が初のが外試合。を 


の後わずか2ヶ月で今回の選化、 
大会を迎ぇたのです。をういうが 
態での第一戦は、今大会優勝チー 
ムとなつたハンガリーナショナル 
との練習訊合でした。メンバ I の 
大半がョ I ロッ。ハチ I ムと初対戦 
だったので、すっかり度肝を抜か 
れ見事に完敗。高さ•パヮ I と大 
きな体から繰り出すシユートをず 
り切れず、なめては、高いおには 
ばまれロングシユ；卜は全てシャ 
ットアゥト。ずりで振り回わされ、 
スタートの遅れた速攻もちぐはぐ 
でミクの連続。わ家芸のスカィプ 
レ I lb をう巧度も.通用するもので 
もないし。という訳で成す術を失 
ったのです。 

かの訪問地ォーストリアでら同 
じこ t で、結局不安を取り除く間 
もなく本大会へとリトアニアに向 
かったのです。 

本大会での詳細は、他からの報 
告通りですが、-今回何より悔しく 
思われたのは、国際試合経験者が 
あまりじも少なく、経験不足によ 
り、思うように能力を使ぇなかっ 
た t ころです。我々日本人は西欧 
人にどうしても勝てぬ点が多々あ 
る -0 いえども、今のままでは能力 
:^前の問題です。大をプログラム 
で見る限り、国際試八口経験数、日 
本選手最高のお試合は、諸外国の 


W や1〇 〇とは比べものにならな 
いのです。日本といぅ地理的を件 
の悪さが大きなマィナス点である 
が、もっ，^多くの国際試合を経験 
させてやってほしい-^痛感しまし 
た。 

かに問題として考えねばならな 
いのは、エースポジションの選手 
層の薄さです。文頭に日韓ハンド 
にふれましたが、をてのチームじ 
と言っていいぐらい、外国人選手 
はエ I スポジションについていま 
す。それぞれのチーム事情ら あり 
ますが、いざナショナルチームを 
作る となると、どうしても をのポ 
ジションは手薄となり、七ットオ 
フェンスの得点が苦しくなります。 
外国のどのチ I ムにも経験豊富な 
エースと呼ばれる選手がいるもの 
です。 

結果的には残念な成績に終わり 
ましたが、将来に卑下す るこ t は 
ない と 思います。 何ょりら 特華す 
べき世界の強豪チユコから大金星 
をあげたのですから。 

上のことを振り返ってみます 
と、今後は長期展望で离校生ょり 
圃際試合への意欲的参加が望まれ 
ます。をのためには、日本での国 
際試合を少しでも多くし、世界的 
なプレーを真近で見る場をみぇて 
やりたい。また日本選手 も. 自分を 


見られるという環境じ置くことに 
よって、より大きく成長するでし 
ぶラゥ 

思うに、今回のナショナルメン 
、、ハ*—を知っている人が果たして何 
入いるでしようか。いつまでも俸 
格の違いや孤島だから等言っては 
いられません。周りに、 より 国際 
的じ通用する選手を育てていかね 
ば、 をして みんなの「全日本チ ー 
ム」 であって ほしいと 思わずにい 
られません。 

をういった意味も含めての今回 
のコ . ~チ選おで あろうと 感じ まし 
たが、現在高校生を教える立場と 
してしみじみ 今後の指命を感じた 
わけです。 


上田治美 


リトアニアじ入る前の合宿では、 
まずョーロッパの人の大きさ、馬 
力にぁる程度の予測はしていたも 
ののをれな上の気迫や雰囲気にの 
まれて出だしからつまづいてしま 
った感じでした。何をやっても通 
用しないのでは？ t いった不安や 
監督、コーチの指示さぇ落ち込み 
の材料になつてしまい、まさにこ 
れが「どん底」だなぁと思いまし 
た。どん底まできたら後は上昇す 
るのみ。 t ばかゥじみんなの何か 
がふっ切れたのか、強豪ォースト 
リアのナショナルチ I ム t か練習 
試合では、小さいながらも体を張 
つたディフェンスや相手の壁をぶ 


ち化こう、 押し倒してでもシユー 
卜を決めてみせるといった闕をが 
じじみ、出番のない私までらが一 
瞬一秒を り t ら目を放す ことが で 
きない 試合をする ことができまし 
た。結果では1点差で負けてはい 
るものの、本大会直前合宿での手 
応ぇを感じられたし、何かで きる 
かも知れないという可能性をもっ 
て リトアニアじ 臨めた ょうな 気が 
します。 

さてを の大会会場であるリトア 
ニア。飛行機から荷物を降ろす t 
いぇば、 f 台ぞラックが雪の中 
を何往復も…。途中で山積みの荷 
物を水たまりに落 t しても、平然 
と泥だらけの荷物をまた積み直し 
てをのま ま。ホテルは最ぶできた 
新しいホテルで、シャヮ I の水等 
がサビ水なのは別にしてをいホテ 
.ルでした。食事も私達の口じ合う 
物が豊富にあり、生活面に関して 
のむ配はありませんでした。 

姑日から早速試合開始で、まず 
日本はィタリアとが戦し、落ち着 
いたゲ I ム展關でか戦に白星を飾 
りました。次に対リトアニアでは、 
地元の応援。応援というょり笛を 
邪魔する騒音に店倒されてしまい 
ました。 もち 論、をれが敗因では 
ないのですが…。がフランス戦で 
は最終的じ1点差まで詰めたので 
すが、前半で巧手に思わぬ逆速な 
で連続得点をなれたのが悪い所で 
した。黒星の続くだけにもう1勝 
が欲しい日本ですが、この後ブル 
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ガリアにも負け、とうとう最終戦 
相手は A 組1位、2位を争うチョ 

コスロバキア(チェコ)。 「とにかく 
おもいきり行こう」と 肩の力を 拔 
いて、 しかし 最後の意地を持って 
試合におかった対チェコ戦。シ I 
ソ I ゲームが続く中、を場の観客 
の流れが日本に傾いたをの後、日 
本のナィスバックからのシユ I 卜 
で勝利が微笑んだ。私はビデォ越 
しの感動だったけれど、本当にう 
れ L かったです。日本のハンドボ 
I ルが世界の人の胸を少しついた 
ょうな 気がしました。 

今回の大会を終ぇて、この大会 
ではまだまだ力不足の為出番はな 
かったのですが、私な りに これか 
らの課題を見付けられ たょうな 気 
がしました。 

帰国後すぐに全日本総合があり、 
今迄に実感しだ事のない「時差ボ 
ケ」に恼 まされ、 わ まけに 怪我 ま 
でしてしまい、改めて「自己 管理」 
の難しさについて考ぇさせられ ま 
した。 

最後じ、技術向上と自己管理が 
同じ位大切な今後の課題であると 
痛感し ました。 


西□貴子 


U 月 U 日、遠征の直前合宿の為、 
大和銀斤桃山台体育館に集合。2 
時間程の練習を行い軽く汗を流し 
ました。 

證征を控えたこの合宿で、スタ 


ッフからは一つの目的慧識を持つ 
こ t と、相手が大きい事を意識し 
て練習じ取り組-^よう巧二一を意が 
ありました。 

身長差がぁる事は、頭の中では 
理解できていても、実際練習をす 
ると なかなか意識してできていな 
かつたように思います。 

U 月2日、いよいよ出発です。 
合宿では、実際外人を相手にやつ 
てきたのではない為、不安のいり 
まじつたまま、まずは遠征先のハ 
ンガリ—へ向け、たくさんの見送 
りを受けながら、大阪国際空港を 
飛び立ちました。 

途中、香港、フランクフルトを 
経をし、無事ハンガリーへ到着。 
をの日、2日体を動かしていなか 
つた為、さつそく着がぇて、外で 
汗を流しました。4時頃だという 
のじ、日が暮れるのが早く、外は 
真つ暗で、すごく日本ではない事 
を感じました。 

じ巧如日、ハンガリーチ|ムと 
遠化第1回目のゲームを斤いまし 
た。スピしド•高さ*。ハヮー • 投、 
全て揃つたようなチームだつたよ 
うに思いました。大会を目前にし 
たこの遠征で、まずは、高さに慣 
れ るよう む掛けてはいたのですが、 
練習してきた低くずる事すらでき 
ず、—如という大差で負けてし 
まう 結果となりました。 

次の日、を場を移りもう一度、 

ハンガリーチームとゲ I ムが斤ゎ 
れました。客席は満員で、日本で 


は考ぇられない熱狂的なフアンの 
歓声の中、ゲームは行われ、どう 
にかくいさがろうとする日本を、 
ぐいぐいつき離し、この日もハン 
ボリ I の大差での勝利 t なりまし 
た。 

この2日間、負けはしたものの、 
外人に対してどう攻め、どう守る 
べきかたくさん学ぶ事ができたと 
思いました。また、自分達の反省 
が料も見っかゥ、次のォーストリ 
アへおけ気持ちの切り替ぇをし、 
ハンガリ I を後じしました。 

才 I スト リアで も、 ナショナル 
チ I ムと 2 ダ-—ム、ジュニアと 1 
ゲーム行われ、外人に対してかな 
り慣れる事ができ、とても良い合 
宿となりました。 

をして、'いよいよ大会の地リト 
アニアへ出発。情報がわからない 
だけにとても不安の多い中リトア 
ニアへ。ホテルは思っていたより 
もきれいで、食事らかなり食べれ 
ました。寒さ もさ ほどでは なく 快 
適じ過ごせました。 

をして大をは、予選2勝3敗で 
5位に。順位決定戦では、夏に負 
けている化朝鮮にまたしても負け 
てしまい、 W 位-^いう結果で終わ 
る事になりました。どのゲ I ムら 
後半はいぃゲ}ムができてわり、 
前半の立ち上がりで内容も変わっ 
ているような気がしてなりません 
でした。チェコ戦のように、最初 
からくらいついていく粘りが、最 
初から全力でぶっかっていく気迫 


が、これかなの課題だと思います。 

日本で経験で きない この 大会に 
参加できた事、 いろんな 国の 人と 
知りをぇた事、ネ当じぅれしく思 
います。をして、この良い 経験を 
生かし、がんばって いきたいと 思 
います。 最後に、 この 遠征で無事 
にケガがなく日本に帰れた事、本 
当に良かった と思います。 


ル侯訓子 


私にとって初めての ヨ I ロッパ 
遠征。自分がナショナル選手 t し 
て世界 B 大会に出場し、通用する 
フレーがで きる のだろぅか？と 
いぅ不安と、国際レべルのプレー 
を実際に体験で きる といぅ期待を 
胸じ向かいました。 

直前合宿で、ハンガリ 1-0 ォー 
ストリアのナショナルチ^ — ムと練 
習ゲ I ムを させてもらいました。 
日の丸の旗に向かい国歌を聞いて 
いると、改めて。日本の代表なん 
だ//と思い、体が奮い立っていく 
のを 感じました。 

この合宿まで自分ょゥ遙かじ大 
きい相手にがするな防を頭では理 
解していたつもりでしたが、実際 
にぶつかってみると自分の小ささ 
を痛感させられました。私がマー 
クするサィドで17 0位あり、中 
には日本のフロ I 夕 I 牌より大き 
い入もいて少し驚きました。をし 
て、日本で通用していたプレーが、 
圃際レべルでは相手ボールになっ 


てしまう事が多く、戸惑いました。 
例えば、フロ I 夕—からずらして 
もらつてのサイド DF 側からのシ 
ユートですが、キャッチしてジャ 
ンプしょうとした時には DF が目 
の前にいてチヤ I ジをとられたり、 
ドリブル速巧で走つてぃく時に、 
横から当たられシユートモ1ショ 
ンでなかつた場合などは、逆速攻 
につなげられてしまいました。 

この合宿で少しずつ、ぶつかつ 
た時の重みや、スピードじ慣れ、 
サイドシユ I 卜に行く時にチャ I 
ジにならない様、切り返して巧つ 
t か、追つてくる DF のもつと外 
側から巧つ、普通にずらしてむら 
うだけでなくスカイにしてもらう 
などのプレ1を体で覚えられまし 
た。小をければ小さいなりに、速 
さで勝てればいいのです。大きな 
DF だつたら、腕の下をくぐる様 
なフ.エイントをすればうまくいつ 
たし、ずる時は力で押し込まれな 
い様、早目に足元をすくい上げる 
様じ当たつていけば止める事もで 
きました。 

ただ、大きな相手に、頭から突 
つ込んでいくには、聞争心を表に 
出し、気迫のこもつたプレーをし 
ていかなければなりません。大会 
中、スタッフから何度ら「強気で 
行け/気あの勝負だ/」と言われ、 
いま振り返つてみると、1点差で 
勝ちを逃してしまつたフランス戦、 
化朝鮮戦が大変悔やまれます。 

やればできるという自信を持つ 
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て、順泣決定戦で化朝鮮と当たっ 
たわけですが、私達の想像な上に 
化キは轨念を持ちおかってきまし 
た。極東大をで把と8点差も 
つけられ負けていた相手じがし、 
私達は気後れする事なく攻めてい 
き、前半 wljr で巧り返したので 
すが、後半は積極的な ピストン D 
F に攻めきれず。ハスカットされ逆 
転されてしまぅ。ョ I ロツパの様 
な動かない壁を作られた時のな撃 
と、北朝鮮の様なプレス DF にが 
するな撃のが化が遅れ、ゲームの 
流れを日本に向ける事はでき ませ 
んでした。試合前のミ I ティング 
で精神面について話し合ったのに、 
試合で良い結果を出す事ができま 
せんでした。 

次の大をはアジア選手権です。 
今回の失敗をもぅ二度と繰り返し 
てはなりません。 

精神面での強化をこれからの最 
重要課題として、今回貴重な体験 
をさせて巧いた事を活かせる様に、 
努力していきたい t 思います。 


西が聖子 


今大会は私が全日本選手に選ば 
れて、初めての化巧大会でした。 

私達のょぅな小さい日本人に何が 

出来るかを試し、固巧での合宿で 
練習してきた ことを 規範じし、ど 
のような方法や手段で本大をに臨 
むべきかを、細かい部分までの調 
整は出来なかったように思います 


が、個々の技術の特長を巧かすょ 
うスタッフからの指示を受け、選 
手一人一人がチームの中での自々 
の役割は何であるかを十分に確認 
したつら りでした。 

練習マッチでの成果として、と 
にかく小さい人間が大きい人間に 
真向から勝負をすれば負ける巧能 
性は高く、何らかの策を巧たなけ 
ればなりませんでしたから、をの 
一つとしてデイフェンスで粘って 
速攻で点を遮二無二取りにぃく。 
デイフェンスをしていて前につめ 
たにもかかわらず、ロングシユ I 
卜を巧たれてしまう ことは ある程 
度仕方がないとしても、をの他の 
失点、例ぇばボストシユ I 卜。こ 
のポジションでの失点を防ぎ、を 
こから全員が走って速攻で点を取 
る。これが日本のチームが、ゲー 
ム展關の上でリズムをつかむこ t 
が化ホる最良の方法だったょうに 
思います 

約1週間のョーロッパでの合宿 
を終ぇ、世界選手権 B 大会が關傕 
されるリトアニアへと向力いまし 
た。 

今大を、日本は予選リーグ A グ 
ル—プに乂り、地元リトァニァを 
はじめとして、 ブルガリア、チェ 

コスロバキア、イタリア、フラン 

スといったヨ！ ロッパの高い壁の 
チームと 戦う ことじな りました。 
5 戦して 2 勝 3 敗負け越したら 
のの、今大会2位のチ卫コスロバ 
キアから予選リ I グで豫利をもぎ 


とつたことは、 未熟な私じ t つて 
ヴやれば出来るんだ。 という 大き 
な自信になりました。をの試合で 
自みがコートに立ち、プレー出来 
たこ t に感謝し、貴重な魅験をさ 
せてもらつて t ても 満足を してい 
ます。 

日本は 9 • W 位決定戦で化朝鮮 
と対戦し、 1 点に涙をのみ、 W 位 
t いう結果じ終わつてしまいまし 
た。今大会、善戦はするむのの、 
をれを勝利じ結びつけるこ-^が出 
来なかったことに悔いが残ります。 
やはり、私達は圃を代表してチヤ 
ンピオンスポーツをしているのだ 
一から、.^ つと勝負にこだわらなけ 
ればならないはずです。試合全場 
で子供達にサィンを求められるこ 
t がしばしばありました。まるで、 
自分が有名人にでもなったかのょ 
うな気分じなりました。しかし、 
ぁる意味では、「日本の代表選手な 
のだ」という自覚と、緊張感を持 
ちました。 

今後は、今大会の貴重な経験を 
活かして、日の丸をがけるこ t の 
ふさわしいプレ ー ヤ I じなれるよ 
う、日々の練習に励み、精進しよ 

う！ こ野％ます。 


松下由紀子 


最終戦チェコでは、全員がひら 
きな わったのがよかったのか、前 
半から巧手じついていく事ができ 
て、 DF でらよく守れ自分たちの 


ぺ I スがる事ができ、相手が必 
死になって きた 頃には もう わを く、 
自分たち がリ！ ドしたまま フエが 
鳴りました。 

をの 時はむう本当にうれしくて、 
チェコ に勝っ たの も初めて t いう 
事で、みんな涙を流して大喜びで 
した。やはり 勝つ というのは t て 
も良い 事だなぁ -^思いましたり 

結果は、 2 勝 3 敗で 5 位 t なり 
ました。順位決定では同じアジア 
の化朝鮮。前回の極東大会で敗れ 
ているだけあつて、どうしてら勝 
たなくて は t いう 気持ちが あった 
のですが…。 

試合では、日本のが山さんのナ 
ィスキ1パーが目立ち、危ない場 
面を何回も助けてくれました。け 
れど、最後にミスが目立ち 、 W — 

の1点差で負けてしまいました。 
総合では S 位 t なつてしまいまし 
た。 

この 大会で学んだ事は たくさん 
ありました。 国隙試合になる とや 
はり日本とは全くち がい、 日本と 
同じ 感覚で やっていてはだめです。 
日本での 試合は 4〜5点差開いて 
いても、何 かなる ものですが、 
国際試合ではをれを逆际する事は 
とても 難し いらので す。前半じ W 
点差もあけられ ると、 やはり どう 
しても^うだめ かなつ とあきらめ 
てしまいたくな るら のでした。 

日本 t ちがうのは、やはり何と 
いってら体の大きさ、 身長、。ハワ 
1でした。 DF などでこれくらい 


と思い守っても、力と体重で巧し 
込まれ.てしまうので、一人を二人 
で守るくらいでないとムリでした。 

自分たちのょうな小さな体の者 
が、大きな者に勝てないという事 
は金くない t 思います。小さいな 
りにどうしなければいけないかを 
考ぇてみれば、必ず滕てると思い 
ました。 

この大をでは、自分はあまり試 
合に出る事が少なく、試合を見て 
いるといった事が多かったのです 
が、見て学んだ事、感動した事た 
くさんありました。これを次の機 
をじ生かせるようじしたいと巧中い 
ます。 


谷本泉 


リトアニアへ入る前に、ハンガ 
リ 1- AJ 才 I ストリアのナショナル 
と 練習試合をしてきました。ヨ ー 
ロッパの人の大きな壁とスピード、 
パワ^—を体で感じ取りま — i た。ま 
た、ョ；ロッパの審判の判定が日 
本と 違ってぃました。大会中も、 
しつかりシユ*~卜までもつてい 力 
なかつたりする t 認め てらら えず、 
フリー スロ I に戾されていました。 
フリ I スロ^ —の 3 メー トル離れる 
こと、フリー スロ I のポイントか 
らのスロ I インにがしても厳しか 
ったです。警告•退場も細かく取 
つていました。 

ョ I ロッパの人たちは、自分達 
に対して一線のデイフェンスライ 
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ンでホってくることが多かったで 
す。自分は、ポスト t しては小さ 
い方なので、見ぇない所から走っ 
たりして、カット イン プレ I など 
の動きで勝負していこうと思って 
いましたが、自分の動きではディ 
フェンスをゆさぶるこ ともお ホず、 
大きなディフェンスの手の中でつ 
かまってしまい、生きたプレ I が 
出ホませんでした。逆に、 ョ I 口 
ッパのポストマンは、動きこを少 

ないけれど、しつかりしたポスト 

の位置をキ—プして上のフロータ 
13人で、ディフェンスをゆをぶ 
り、簡単なポスト。ハスでシユ I 卜 
へ持ち込んでいました。 

自かたちがこのポストを守るに 
は、ボールをポストへ入れられて 
しまつてはもう 遅く、 狎し込まれ 
てし まう でしょう。をれなら、わ 
ざ t ポストをあけて、パスするの 
を狙ってカットずるなど、守備の 
面でも考ぇていかなければならな 
いと思います。 

今大を準優勝のチユコから、勝 
ちを得る ことが 出来ました。この 
勝利はこれからまたョーロッパの 
人と戦っていくための大きな励み 
になりました。 

いかに全員が個々の持っている 
力を試合に出してお回戦っていけ 
るか、をれを安定させることが岀 
ホれば、大きな相手でも必ず勝ち 
をものじすることが化ホるはずで 
す。 

試合は戦ってみなければわから 


ないものだから、勝つ‘づヤンスを 
つか.^か、逃すかは、いつら自分 
の手の中にあると、つくづくこの 
試合で感じました。 

表彰台にのる各チ I ムの選手た 
ちを見て、-てら ぅらやましく 晋 
いました。日本もあの台に立てる 
よう、また国歌を争けるよう、こ 
れからのチーム作りをしていきた 
いと思います。 


西朋子 


本大会前のハンガリ！、ォース 
トリア遠征ら含め、一を強く感じ 
たこ， jJ は、身体•パワー •シユ ー 
卜力のすごさと精神力•集中力の 
違いでした。 

予選リ—グ2勝3敗。結果得失 
点差で9 • W 位決定戦に化るこ t 
になる。対戦相手は化朝鮮だった。 
北朝鮮といぇば、 9 巧に 中国で行 
われた極東大会で一度負けている 
相手である。 

ゲ；ム巧巧口はやはり1点を争ぅ 
もので緊迫した雰囲気だった。「絶 
対に勝たなければ…」といぅ気持 
もが空回りしてしまい、コンビが 
いまひつ合わず、ミスら多く目 
立った。前半は巧手も同じょぅじ 
ミスが多く助かつ たこと もあり、 

2点リードで 巧りおした。 後半は 
前半に比べ ミスは 少なかったもの 
の、点数が取れない時の連続失点 
などで、 化 朝鮮ぺ ースになるこ t 
が何度も見られた。最終的にはミ 


スからの逆速攻で1点取られ、負 
けてしまつた。 

今回、コ I 卜外からゲ I ムを見 
ることが多く、プレ I することは 
ほ t んどありませんでしたが、い 
つらと 違ぅ角度でゲ I ムを観るこ 
とでチ I ムの良い点、悪い点、足 
りなかつたことなどや、勝もゲ^— 
ム、負けゲームの大きな差は何か、 
今何が必要なのかなど勉強になっ 
た。今後こぅいった強い人間を相 
手に戦っていくじは、自分自身ま 
だまだ未熟だし、経験も足りない 
ので、チ ー ムじ帰って やらな けれ 
ばいけない課題が増えた。 


松田史佳 


今回のリトアニアで關催された 
世界選手権大会は、新メンバ I に 
なって二度目の公式国際試合だっ 
た。私達はまず、上位 3 位までに 
くい込み、来年行ゎれる世界選手 
権 A グル I プの切符を手にするこ 
とが目標であった。 

前回のと海極東大をでは、日の 
丸をつけ、八ム式試合に出場するこ 
とが初めての人が半分： S 上で、ま 
さしく 「デビユ I 戦」- Jj いぅ 感じ 
で終ゎった。 

予選リ I グ日チ I ムが戦い、上 
位 2 チ I ムがファィナルへ出場し 
た0 

私達はイタリアには快勝したも 
のの、フランスには前半 5 点差つ 
けられ、後半反撃したが1点差で 


負けてしま一.た。勝たなければな 
らない試合を、ここで一つわ-^し 
てしまつた。 

リトアニア、ブルガリア戦は、 
徹底したディフユンスで前半で大 
差をつけられ、金く手が届かなかつ 
た。しかし、ブルガリアに勝つたチ 
エコには、結果からみてまず無理と 
思ぇたが、実際やつてみる-^前半9 
I くらいつき、後半もすばらし 
い勢いで同点までいき、逆時した。 
勝利じ結びついたのは、個人の実 
力もあつただろうが、をれな上に 
一人一人がひらきかわつて試合に 
臨んだこ t が一番だと思う。しか 
し「ひらきなわる-ということは、 
ある意味では とても 大切なことで 
はあるが、「負けても化方がない」 
という事を前提じした最低ラィン 
で， . S 5 ある t 思う。 

チェコじ勝つ ことよ りら、フラ 
ンスに確実じ勝つ ことが もつとも 
つ 大巧なこ- AJ だと 思う。ひらき 
なわりで每試合していたのでは、 
いつまでたつても安定せず、本当 
に強いチ I ムにはならない。勝て 
るチ I ムに負けて しまう のは、一 
番悔しいし情けない。今の全日本 
ホ子は、本当に見当らつかず、ど 
れくらいの実力があるのかゲ！ム 
をやつてみない t 全くわからない 
チームだと思う。まず無理と思う 
チームに勝つてみたり、勝つて当 
然のチ I ムじ負けたり……。 

安定した力をつけるには、 もつ 
とたくさんの合宿を組み、数多く 


の国際ゲ I ムをし、試合に.がして 
慣れることが重要だと思ぅ。 

全日本女子は、本当に今からの 
チームだ t 思ぅ。今回の成績は確 
かにょくなかった。しかし、チェ 
コ戦の様なゲ I ムができる。をれ 
だけではあるが、女子にもまだま 
だ希望がある。現場の選手とスタ 
ッフが一丸となって、心も体も卜 
レーニンダをっみ重ねれば、近い 
将来、必ず強くなる。強くなれる。 
j をしてアジア齡1じ……。 


責田直子 


今回の大をはアジァ：^外の初め 
ての対外人で、どういうプレ I を 
するのか、どのくらい自分達と体 
格が違うのか、体験者が少なく不 
ををかかぇながらハンガリ I 入り 
L ました。 

到着した次の 日から 練習ゲーム 
を行ったのですが、まるで八ム式試 
合の様な形式で、観客の多さと盛 
り上がりは、日本ではなかなかな 
い事なので、とても驚きました。 

試合の内容は、体格の違いに戸. 
惑ってしまい、攻防両方共、何... 
出ホずに終わってしまった感じで 
した。 

ハンガリ—では2試合、ォース 
トリアでは3試合したのですが、 
考ぇてみる t 、 どういう 試合でも 
DF で粘っているがは攻撃も勢い 
で神していける事が多く、大会に 
向けてもどれだけ DF で頑張れる 
かが課題とされ、リトアニアへ向 
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かいました。 

::::巧挑日、大会初日、対ィタリ 
ア。初戦とぃう事 t 、 午後9が如 
分からの試合と、経験した事がな 
い遅い時間からという事もあって、 
姑構緊張していました。 

試合が始まってみる-^、ィタリ 
アは攻撃が単調で怖さがなく 、 D 
F も前につめてこないのでシユ I 
卜があいやすく、日本ら足の動き 
は重かったものの、ミスが少なく、 
勝利を得る事が出来ました。 

次からのリトアニア、フランス、 
ブルガリア戦は、リトアニア戦で 
自分達のたてた戦術をしても通用 
しない、 DF でも大きくて守りき 
れない、と何をしてもうまくいか 
ず、大きく点差がついてしまって、 

次の日もをれを引きずってしまい、 

勝てる様なチ I ムじも 負けたりと、 
雰囲気も悪くなる一方でした。こ 
の一一一戦の敗因は、戦術 t か投術と 
かょりも、 まず相手を圧倒す るぐ 
らいの気迫のをりなさだったと思 
います。 

予選リ^—グ最終のチ卫コスロバ 

キア戦、最後だし開き直って、-^ 
にかく悔いのない様に自分の持っ 
ているものを全部出しきろうと試 
合に臨みました。いつらだったら 
前半が始まってから W 分あたりが 
悪く、連続失点ではなされる事が 
多かったのに比べて、この時はチ 
エコの。ハワ I じ押されながらも D 
F で粘り、リードされてはいたも 
のの小差にわさえました。後半も 


DF で粘り続け、-^にかく速攻で 
押して、中盤あたりでぶおする事 
が出来ました。全員が最後の最後 
まで逃げずじ攻擊的だったことが 
勝ちにつながったのだ t 思います。 
この試合に勝てたのは、ベンチも 
観客席で見ていた人も、本当に一 
つになってチェコと戦ったからだ 
t 思います。でも、やはりチェコ 
に勝てたのに、他のゲームもこれ 
だけやれば…といぅ悔しさら残り 
ました。 

最終的に結果は良くはありませ 
んでしたが、この大をで「を日本」 
-0 いうチ I ムが前よりも自夕のチ 
1ムなんだ-^いう実感を強く感じ 
ました。 


飯塚景子 


今回の世界選手権大会 B グルー 
プは、私と してらをう ですが、チ 
I ムとしても初めてのヨーロツパ、 
世界大会という事で、いろいろな 
面で不安もありましたし、-期待も 
しましたり 

大会前にはハンボリー、才 I ス 
トリアで合宿をし、ナショナルチ 
_—ムとゲ I ムをしました。初めて 
このチ I ムでヨ I ロッパのチーム 
と試合をしたのですが、日本での 
合宿の時から每日のょうにが外人 
という事を言われ、考え、想定し 
ながら練習して来たつもりでした 
が、一度も対戦した事のないヨ I 
ロッパのプレ！ですか*、試合を 


してみて相手のパヮ I •高さに慣 
れるまでには少し時間がかかりま 
した。特にハンガリ I では、体で 
覚ぇるのが精一がでした。でむ才 
I ストリアに 入り一一試合目じは、 
デイフェンスから速攻のパターン 
で随所に良いプレ I が出るよぅじ 
なつて米ました。 

いよいよ リトアニア入り。日本 
は、 イタリア、 リトアニア、 フラ 
ンス、ブルガリア、チェコスロバ 
キア t 同じグル I プでした。 

一試合目はイタリアとゲームを 
し、初めから日本のぺ！スで斤け 
たと思います。2試合目、地元リ 
トァニァ戦では、体育館全部がリ 
トアニアの応援。をれも日本とは 
違い、ゲ！ムの笛が聞こぇないく 
らいでした。ゲームの方は、 リト 
アニアの高い壁じロングシユ I 卜 
が決まらず、デイフェンスをかき 
回されてしまいました。一番良か 
った試合は、やはりチェコスロバ 
キア戦だと思います。 

この試合の前じ、リトアニア、 
フランス、ブルガリア t 3連敗し 
ていました。みんなが全然前に出 
てホないデイフェンスじ対して、 

形(フォ I メーション)にばかりこ 
だわり、自分のプレーが出ていな 
かったのです。この試合は開きな 
わって行きました。このが点でチ 
エコスロバキアは2位の3勝1敗、 
日本は日位の1勝3敗。負けても 
とも- :〇、自分達のプレ I をしよう。 
これが良い方に出て勝つ事が出ホ 


ました。でも順位決定戦で、極東 
大会で負けている北朝鮮にまた負 
けてしまいました。この試合では、 
今まで言われつづけていた気力-^ 
いぅ事 t 、 一人一人が自分の良さ 
を出せなかったと思います。特に 
化朝鮮は、わ国柄かもしれません 
が、一人一人が強引にホます。を 
れを日本が受け身になってしまっ 
たと 思います。 

結果は W 位じなってしまいまし 
たが、今回の大会ではいろいろな 
事を学んだ t 思います。「勝っ事の 
難 かしさ」「 勝つ事の ぅれし さ/負 

ける事のくやしさ」-この 3 つ 

を忘れず、日本の試合でもナショ 
ナル選手の自覚、責任をもって活 
動して行きたい t 思います。 


比嘉晴美 


リトアニアは、まだ独立して1 
年しかたつていない園で、リトア 
ニアじついての情報がほとんどと 
言つてょいほど入つてきてわらず、 
かなり寒い所だと聞いていたので、 
ずごく 不安でしたが、ホテルは暖 
房が 完備され、 食事^わいしい t 
まではいきませんが、思つたょり 
量も 多く 安むしました。 

一戦目のィタリアには别—巧で 
快勝。2戦目は地元のリトアニア。 
まだ独立して1年.^はいえ、ヒポ 
バンクに所属していたメンバ I を 
帰国させていて、身長•体重共に 
今大をナン、、、 —1 と思わせるほど 


で、大きく高い壁のディフェンス 
に手も足もでないまま圧倒されの 
— W と大敗しました。 

3戦目はがフランス。過まジャ 
パンカップで少しの差で破れてい 
るので、 どうしてら 勝ちたい相手。 
前半は緊張とプレッシャ I でみん 
なの足が止まり、5点差を つけら 
れて巧り返す こ t になり、後半ょ 
うやく足が動き化し、自分達のプ 
レ J の速なやコンビが決まり出し. 
て1点差までつめたが、同点まで 
いかず タイム アップ。勝てる巧手 
だった のにく やしかった。 

4戦目のブルガリア戦。気落ち 
したのか皆元気が化ず、手ら足も 
出ないまま前半.で勝負を決められ 
てし まつた。しかし、5戦目、ス 
タッフの槪で「皆關き直って試合 
をして いこう」-^ 声を力け合い試 
合をしたのがきいたのか、チェコ 
のポスト、ロングをアタックデイ 
フェンスで守り、をれからの速な 
と、台か達のハンドボールを展關 
でき、強豪チ I ムからの白星を奪 
うこと ができました。 

この 時点で2勝3 敗となり、フ 
ランス t 並んだのですが、ル 
I ルが適用され結局予選目位。 

順位決定9 — W 位決定戦が行ゎ 
れ、相手は9月の極東大をで負け 
ている化朝鮮だったので、どうし 
てら勝ちたい相手。前半 リー ドし 
ていたが、後半の6連続失点で追 
いつかれ、逆転負けをしてしまい 
ました。 
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NEXT ONE —セノーイズム 

限りない可能性に挑戦し、惑動を勝 
ち取っていく——セノーの仕事ちま 
た、 スポーツ そのちのかちしれない。 

妥協のないセノーの" NEXTONE " 

にご期待ください。 



巧 Senoti 巧 


セノー株式会社 

東京都千代旧区神田司町 2-7 
巧 03-3292-54 11 

日本ハンドボール協会検定品製造工場 


今大会でチユコには勝つこ t が 
できましたが、勝てる試合を落と 
してきたので、まだまだ力不足。 
やはり日本は身長がないので、全 
員み撃で得点するこ-〇を心がけな 
がら、これからの練習に励んでい 
きたいと思つています。 


石が智江 


世界選手権では「日本のプレー 
が常識では化界に全く通用しない」. 
といぅ事を本当に痛いほど感じま 
した。日本で通巧するプレ）が簡 
単じ相手にとめられ、こんなプレ 
1が世界で通用するはずがと思っ 
ていると、意外にも通用する。を 
れをが戦相手が変わるたびに分が 
し、短が間でクリアして試合に臨 
む。をれが世界だ。 

世界の壁はまだまだ厚い。私は 
怪我のためコートの上でプレー出 
ホなかった分、他のみんなょり精 
神面で勉強した思います。技術 
面は、やはり相手と接し体で学ん 
で、はじめて自分のものじなると 
思います。をれでも、目でみたし、 
プレ I 出来なくても私は遠化に参 
加できてょかったです。 

最終結果は、順位決定戦で化朝 
鮮に負け W 位でした。「日本女子は 
獻目だった」と言われれぼをれま 
でですが、この予選でチ卫コに勝 
つた事、をれは大収穫だった t 思 
います。をのチェコは、今大を2 
位。をれだけに、悔しさの残る予 


選 リーグ でした。でも—チェコに 
勝った事、あの試合を体験できて 
良かったです。本当にチームが一 
つじなって、全員で勝った、をん 
な気がしました。みんなでつかん 
だ勝利に、心から嬉しくて自然と 
涙がでてきました。あの感動があ 
るから、苦しい練習にも耐えられ 
るし、壁にぶちあたつてら、をこ 
から逃げることなく前向きに考え 
ていけるのだと思いました。 

今大を優勝したハンガリーチ1 
ムと、大を直前じトラィアルマッ 
チが出ホた事は、大会前じ大きな 
自信につながっ たと 思いました。 
お達みたいな小さな人間が大きな 
人間に勝っには、力対力では絶が 
勝てない。をれを感じたし、トラ 
ィアルマッチで自々のプレーが通 
用しない。みじめに感じた自分を 
元気づけるのも自分、辛さに耐え 
る事にょって自分がひ t まわり大 
きくなった気がした。をぅして本 
大会をむかえる事が出来て、日本 
にと つて^て も良 かつた と 思いま 
した。 

国際大会初参加の私にとって、 
プレーはもちろん、見るらのをて 
が新鮮で感動のしどわしでした。 
大会のレセプション。大観衆を前 
に日の丸をつけて 「 JAPAN 」 
と呼ばれた時は嬉しくて、自分の 
夢でもあったし、をれに近づく事 
ができて私 I 人かみしめるものが 
他のみんなより大きかったのでは 
ないかと思いました。 


ナショナルな、やはり一番上の 
プレ I ヤーが集まった集団だから、 
あまえ なんて通用しない。怪我し 
てても努力次第でここまでやれる 
んだ。自分は、怪我してる人達の 
ためにも頭張り続けよぅと思った。 
怪我してるんだから、みんなと同 
じよぅにしてても進歩はない。ど 
こかで積み重ねが必要だ。試合に 
出場するチャンスは少なかったが、 
いろいろな事を学んでるし、をう 
いうふうに考える事が出来るよう 
じなった。頭張り続ける事、をれ 
が目標ならやる気も違って くる。 


川島ゆラ子 


新生全日本女子が昨年の4月ょ 

りスタートして、このリトアニア 

で斤われる世界選手権大会 B を目 
標じ国内•海外で合宿を行ってき 
ました。ほとんどの選手が若返り、 
ま年のメンバ I は5人だけ。試合 
はわろか、コンビを組むのも初め 
ての顔で、全くゼロからのスタ！ 
卜-なりました。 

U 巧2日、日本での合宿を終ぇ、 
世界 B 大会の前に、ハンガリ I 、 

才 I ストリアで合宿を斤いました。 

最初の地ハンガリーでは、同じ 
世界 B に出場するナショナルチ I 
ム t 、 2試合練習ゲ I ムを 巧い ま 
した。結果は 2 つ共 W 点： J 上の大 
差で負けました。 

練習ゲ I ムとは言え、相手はも 
のすごい気迫で、1点1点取るの 


にを力でした、。日本はこれまで国 
内で行つてきたこ t をすベて出す 
どころか、今までやつてきたコン 
ピなど、ほとんどのプレ I が高い 
外人相手じ何ら通用しない状態で 
した。 

次の才 I ストリアでもナショナ 
ルチーム t 戦い、で完敗。 
思つた：^上に高い壁、パヮ1、重 
いポスト。どれをとつても負けて 
いました。これまでに外人相手に 
通用したプレ I と言ぇば、コンビ 
ではスカィプレー。後は個人なの 
シ ユート だけ。ここまできて逃げ 
たプレーなどしていては何も得な 
い。どれだけ大きい巧手に立ち向 
かつていく勇気があるかとスタツ 
フ側からの声。才 I ストリアでの 
2戦目。依存心が強かつたこれま 
での3戦とは違い、一人一人が強 
気なプレーで、思いきりがょく5^ 
で負けはしましたが、このゲ 
I ムで何かつかんだ気がしました。 

大会を前じ5試合を.終ぇ、ある 
程度外人相手のゲ I ムにも慣れ、 
大きくて高い壁にがし自分達のプ 
レーで何が通用して、何がダメな 
のかわかつてきました。 

世界選手権 B での結果は W 位に 
終ゎり、課題ばかりが残つた金日 
本ですが、コートの上の者、ベン 
チの者、観客席で仲間を見守る者、 
それぞれの胸の中の思いは同じだ 
と思ぅ。このくやしさを忘れずに、 
必ずつぎへ生かしていきたいと思 
います。 
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委員会報告」審判委負を 

審判委員菱商蠢報吿 


日が平成目年1巧？3日(±) 

〜昔(日) 

場所東京都多摩市「サンピア 
多摩」 

♦出席者 

<審査委員〉藤田•岡本•狩野. 
佐分•加藤•を藤 
〈ブロック部長〉南波•小友•上 
久保•徳前•吉田•藤本•柳井 
•松原•日野 

《連盟部長〉西が•化岡•山下- 
阿本•溝口 
《 IHF 伝達員〉光島 
《ル I ル研究委員〉後藤.清水. 
浜田•小笠原•江成•花野.宮 
川•兼田 
<委員長〉大塚 
♦報告事項 
I 審査委員報告 
wA 級 • B 級申請者書類審査 
A 級^名合格 ‘ 

B 級名合格 (6 名書類不備 
不合格) 

尚レフエリーの反省と指導 

レフエリー活動の反省•をの多 
問題点が指摘され次年度に生か 


されるょぅじする{別紙)。 

2各連盟•ブロックの活動報告 
各連盟•各ブロックからの要望 
事項•問題点の主なもの。 

W プレーヤ I の短パンの下じはく 
パヮーパンツのをは、、ハラバラでょ 
> > 0 
L 力 

•ル—ルの中に同ーチ I ムは同 
じ 服装で なければならない、と 
あるので、統一させる。 

似 ポィント シユーズの使用にっい 
て 

•全国大を等でコートが荒れる 
と 予想され たと きには、事前 じ 
使用禁止にしている。しかし体 
育館では床が傷むわけではない 
ので特に問題はない。 

W 七1ビングの見解は… 

■セービングとはル I ルでは床 
に止まっているボールや転がっ 
ているボールに身を投げ掛けた 
場合である。したがってサィド 
ライン付近でボ I ルが空間じ浮 
いていれば差し支えない。但し、 
他のプレ I ヤ；がいて危険と認 
めれば、をれはセーごングでは 


なく、危険なプレ I として 反則 
— 〇る。 

W ノ I タィム直前の f T やフリ I 
スローはプレーヤ I に知らせたほ 
うがよいか 

•知らせる必要がない。 

胤レフエリースローの時、一方の 
チ I ムが来なかったらどうするか 
■ル—ルでは両チ I ムから1名 
ずつ出て行うこ t じなつている 
ので、来ない ことは 重大なスポ 
1ツマンシップに反する行為と 
なる。 

㈱ 入退場の正•不正の判断がいず 
かしい 

•交替地域を示すラィンをまた 
ぐ事がな'いようじ出る時も、入 
る時も交替地域の4•日 m の範 
囲内からじする。 

仍まだユニフォ I ムの色 t 背番号 
のをが見にくいものがあるが… 
•巧び都道府県協をじ見にくく 
ならないよう指導する。 

3審判委員会の活動報告 
審判委員会の平成4年度行事 
(含予定)の活動が報告された。 


4 レフエリ— •シンポジウムに 
っぃて 

八ム認レフ卫リ I をが象にして審 
判な術•審判界をとりまく諸問題 
の分が•検討 

期日平成日年2巧 W 日 
場所青少年総合センター 
経聲日〇 〇 〇円 
5審判委員会の諸費値上げじっ 
ぃて 

昨年度合同委員をにて決定され、 
平成 4 年度途中に値上げの通知を 
出した が、 をの 実施時期 t 金額の 
確認。 

6 J 〇 C カップ•ジュニアオリ 
ンピックじついて 

主旨と 本年度の蕃判団を了解さ 
れた。 

7本年度海外研修者の報告 
バル七ロナ•オリンピック報告 

. 後藤 

世界学生選手権大会報告 

. 後藤•清水 

極東大を . 淚田•小笠原 

令審議事項 

I 平成 5 年度審判委員会事業及 
び予算 

別紙じょり平成日年度の事業と 
予算が審議され了みされた。 

2 平成 5 年度全日本大会審判割 

平成5年度の全日本大をのレフ 
エリ I のブロック別割当を決定し 
た。 

•委嘱期間は責任を持って審判 
に当たつて-けしい。 


•また、責任ある審判員を推薦 
してほしい。 

3 平成 5 年を A • B 級審判員審 
査会 

【 A 塑 

東地区 

場所東を《関東学連新人戦) 
期日 6巧 中お 
西地区 

場所広鳥(中国一般選手権) 
期日 5巧；^ 日〜？3日 

百級】 

化地区 

場所湯沢(東北クラブ選手権) 
期日 日月4日〜5日 
東地区 

場が千葉•巧(関東クラブ選 
手権) 

期日 6巧 W 日〜巧日 
中地区 

場所京都(関西学連新人戦) 
期日 6巧中句 
西地区 

場所佐賀(九州一般選手権) 
期日 5 巧 W 日〜 W 日 
4 全日本大会審判員評価 

① 第^回全日本高校総体(祗木 
市) 

② 第^回全日本教職員大を(豊 
田巿) 

③ 第％回全日本学生選手権(金 
沢) 

5 JHA レフ H リ I n I スの運 
営 

前期目年8.巧の〜日•東京’ 
後期6年3ちの〜；^日-東京 














(財）日本ハンドボール協会 
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協会だより 


1月度常務理事会 

1巧1目曰 於岸記念体育館会議室 

出席中沢専務理事他7名 

1 . 平成 5 年度予算案お討 
予算案作成のため各委員をの事業計画及 
び予算の検討を行った。 

(1) 審判委員会 

I H F による国際審判員審査が日本で 
行われる場合は別途檢討 
(吕）企画委員会 

ア、ジャパンカップは A HF の行事計 
画が權定した段階で検討、開催す 
る場合は特別会計とする 

イ、ナショナルチームパンフレットは 

内容、配布方法等再檢討 
(3) 広報委員会 
了 、機関誌の在り方を再検討 
イ、カレンダー作成は収益事業 t して 
再検討 

強化、普な、指導各委員をの予算審議は後 
日 （1 月中）に実施する。増収が策は継続し 
て検討、採用可能なものは平が5年度から 
実施する。な上に基づき予算案を作成、2 
巧度常務理事をで最終審議を斤う。1^：!上 



_ {； 審判総務委員会 


エリ I に対する侮辱にょる出場 場)の懲罰規定 
停止は例外である。 懲罰委貴をで協議し即日をのチ 
追放•失格の(除く 3回目の退 1ム関係者じ通知する。 

懲罰の内容 
•厳重注意 
• 1試合出場停止 
•当該大会出場停止等 
懲罰委員会の構成 
1大会委員長 
2競な委員長 
3審判長 

7審料委員会分掌じついて 
(叟日本ハンドボ！ル協会は 
当協会の定める規をにょり各種専 
巧委員会の設置を認めているので、 
この方向で審判委員を t して各専 
門委員会の検訝をした。結果は別 
揭の通りである。 


6 IHF ル—ルじついて 

ル I ルな正については別紙のな 
正が IHF 広報にて表明されてい 
るが、改正の詳細(ル I ルのお文) 
が IHF より 届いていない。をの 
ためどう取り扱うかが検訝された 
が、 4月1日から新ルールじて実 
施できるように、取敢えず日本的 
解釈を加えて実施できるようが策 
を練った。 

次の箇所じ注釈を加えた。 

W 212を示が計使用の場合、 
ゲ—ム終 f はブザIでが間じな 
つたときになるようにする。ス 
トッフゥォッチ使用の場合も時 
間に なったら 終了の笛を吹く。 

「最後の一投」•については今ま 
でタィムキ I 。ハ I が誤って吹い 
てしまつた時の化置と同じで「最 
後の一投」を巧う。 

3511 この項は他の条文ふ関 


係の有る ところなので 出来る 
だけ IHF よりを文が来るまで 
他のを文を変えない方向で考え 
る0 , 

GK は！*じ • で登録する。 
交替はベンチでユニフォIムを 
着替え交替位置からしか交替で 
きない(コート内でユニフォー 
ムを替えCP^GPにはなれな 

ぃ)。 

交替 GK のユニフォIムはゲ！ 
ムベストで良い《化し、相手の 
ユニフォームのをと同色になら 
ないよぅにすることは同じであ 
る)。 

胤懲罰規定国際大会じおいて J 
HF がプレーヤー•チ I ム役員 • 
レフユリーに課す出場停止化分 
は、国巧大会には遮用しない。 

但し、レフエリ1プレ1^^- 

チ！ム役員に対する暴力 t レフ 
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スピードひかえて安全運転 
シートベルトを締めましょう 

® TOYOTA 


溢奈 

和和奈 

溢滋京 

兵和 

溢和滋 

兵奈奈 


歌歌 


歌 

歌 


賀良 

山山良 

賀賀者区 

库山 

賀山賀 

库良良 


《成年男子2部》 

▼予選リ—グ A 

大阪で 

京 者 リー 
大阪 ^ I 
▼予選リ I グ B 

兵 庫 で 

兵 庫 巧！ 
和歌山 §3— 
▼代表決定戦 
大阪 

京 矿 M — 
《ぶ年女子〉 

マ予選リーグ A 
奈 良 别— 
京 者 

京 都 W — 
▼予選リ—グ B 
兵 庫 22! 
大阪糾 — 
大阪？ 

マ代表決定戦 
京 都の— 
大阪 


(日程、場所不明) 
《か年男子〉 

►，予選リ I グ A 
大阪 糾 — 8 
兵 庫 Y 9 
大阪 巧 
▼予選りーグ目 
和歌山 

京 都で巧 
京都 で S 
▼代表決定戟 
大 阪 别 — 9 
京 f ^ I 巧 
《少年女子〉 

マ予選リ I グ A 
大 阪 ^ — 8 
大 阪 化—2 


水海道二高 B 巧！2水海道一一高 OG 
水海道二高水海道一高 
►，決勝 

水海道二高 A 嫂水海道二島 B 



▼1 回戦 
京 都 
兵 庫 
► 2回戦 
京 都 
髓 賀 
▼決勝 

京 都別 


マ代表決定戦 

大阪 卽 19 

丘ハ库 で2 

《成年男子1部〉 



( U 月1日/笠間高校) 

《男子〉 

▼•1回戦 

霞ヶ浦高 2^— 化 常陽銀行 

筑波学園ク銷田一高 


鬼お清流ク 


日本原子 

力研究所 

茨城コンドルズ巧—班茨城高校選な 


日本セミコ 

ンダクタ I 

笠間高 で 


n — 9 波崎高 

波崎ク 


水海道 I 高^ — ^ 利根ク 


紫輝ク 

ずを高 

▼ 2回戦 

笠間ク 

茨城フ卫 

ニックス 


1 5 

2 1 

で8 

3 I 7 

2 1 

巧ム 


茨城コンドルズが IU 

を苑ク 巧—7 

岩井高 OB 巧 IW 

水海道一高 


竹園高 

動燃東海 

霞ヶ浦高 

筑波学菌ク 

日本原子 

力研究所 

日本セミコ 

ンダ クタ I 

笠間高 

±浦一二高ク 


巧城大 ^1^ 紫輝ク 

守を高 ダレ—トディ。ハ—ズ 


茨城コンドルズ WIW 

岩井高 OB 巧—じ 
茨城大 


茨城フ卫 
ニックス 

巧苑ク 
水海道一高 
ずを高 


マ 準決勝 

茨城コンドルズ嫂— ^ 笠間ク 
茨城大 巧岩井高 OB 
►.決勝 

茨城コンドルズ^ — ^ 茨城大 

《女子〉 

▼1 回戦 

桜芳ク S 2 I 7 竜ケ崎一高 OG 


水海道二高 OG じ—5 

水海道11高<:巧1^^ 

▼ 2 回戦 

水海道高 B ^—5 

麻生高 B MI 5 

下妻二高 巧—5 

水海道二高 OG じ 1 9 

銷田一一高 化—6 

水海道一高 UI9 

麻生高 A ^—n 

水海道二高 AS ^ — 6 

▼ 3 回戦 

水海道二高 B 化—8 

水海道二高0じ2^ — 5 

水海道一高巧—5 


高获高 OG 

茨城大 

桜芳ク 

八郷高 

日立二高 

中央高 

笠間高 

石岡二高 

結城二高 

±浦一一高 

麻生高 B 

下妻二高 

鉤田二高 

か海道二高 A の 1 4 麻生高 A 

▼準決勝 


第が回国体お f ロヴク大含 


-24 - 





















ぶ版 

ATHLET に SHOES 




唐み巧け部のエッジ 
につけた傾斜が 
街れ込みシュートを 
巧ちやすくしました 

コートは狭く、ゴールボストも 
小さいハンドボール。厚い防御 
の壁を突き破ってシュートを決める 
のは、簡単なことではありません。 

わずかな間隙をめってみめる倒れ込 
みシュートこそ、まさにハンドボールの摄 
酣巧です。スカイハンド S ジャパンび - S は、 
アウターソールおみつけ部のエッジに傾斜 
をつけることじより、倒れ込みシュートを巧ちや 
すくしました。 


インドアのために生まれたスパイラルソールが、 
すばやい攻 g ををえます。 

ハンドボールに要ホされるものは、なによりもまずス 
ピード。インドア専用に開発されたラバー製のスパイ 
ラルソールがすばやい動きにあわせて威力を発揮し 
ます。封きやすく、滑りじくい。しかも、踏みがけ舰こ 
は港を配し、屈曲性をアッ义巧写に、防御に、載え 
ぬかれたフットワークに磨きがかかります。 


品を スカイハンド 吸 ジャパンな -S 

品番 THH 711 メ-力-希碧'い荒纖 ¥16,000(; 肖費ぉなき）な勉^ 

カラー/ ■ホワイトX W レット.マリンブルー * ホワイトX W マリンカレ ー• レッド 




アシックスは 

才 IJ ンピックキャンべーンの 
オフイシ村レスポンサーでず。 


サイズ/ 22 5〜巧.〇饥 


巧すミなでぐわリ々ス • 商品じついてのわ問い合わせは株ま会社ァシックスミ肖費を相談室までどうず。 

_ </ゾノノ八*@は ㈱アシックスの登録商標です。 

〒陆〇巧戸ホ中央区惠島中町7下目IをI TEL(078)3 日3-2の3(専用）. （078)303-3333( 大巧表） 

〒130東を都墨田区鋪ホ 4T 目10まII号 TEU03)3624-I8I4( 専用） .（03)3624-2221( 大巧表） 
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(財)日本ハン ドボ— ル 協会編 

『ハンドボ—ル』 


第二一二八号 


昭和四十年六月セ目平成お年二月二十六日 
第一二種郵便物認可平成五年一一一月：日 


巧みルがおを区が R i i 
お訴化を一一画八：.丄ニーー六ーミ r 、 
お薛がを六—五 An 一四 A を一発行人 


編集兼 


中澤重ホ 


定価一二百五拾円 
/年間購読料ン、 
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